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一
　
回
族
の
結
婚 

│
│
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
中
国
の
民
族
識
別
工
作
で
は
、
中
国
で
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る

民
族
は
十
あ
り
、
回
族
は
そ
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ム
ス

リ
ム
少
数
民
族
人
口
は
約
二
三
〇
〇
万
人
、
そ
の
う
ち
回
族
は
一
〇

五
八
万
人
（
二
〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
調
査
）
で
、
漢
族
、
チ
ワ

ン
族
に
次
い
で
人
口
が
多
い
。
祖
先
の
来
住
の
波
は
二
度
あ
っ
た
。

唐
と
元
の
時
代
で
あ
る
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル

シ
ア
語
と
い
っ
た
母
語
を
失
い
中
国
語
を
話
す
よ
う
に
な
っ
た
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
そ
の
特
殊
な
信
仰
と

生
活
習
慣
ゆ
え
に
民
族
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
宗
教
信

仰
の
有
無
を
問
わ
ず
、
血
縁
的
に
両
親
の
一
方
が
回
族
で
あ
れ
ば
、

回
族
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
回
族
の
結
婚
と
は
何
で
あ
る
の
か
を
〈
正
し

く
〉
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
構
成
主
義
的
認
識
論
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
回
族
の
結
婚
に
つ
い
て
新
た
に
〈
ど
の
よ
う

回
族
の
結
婚
と「
個
人
化
」「
親
密
な
関
係
」 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
」「
予
期
構
造
」 

　
│
│
Ｎ
・
ル
ー
マ
ン
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
の
結
婚
研
究
に
対
す
る
新
た
な
問
い
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な
〉
説
明
が
可
能
か
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
構

成
主
義
的
認
識
論
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
進
め
た
社
会
学
者
Ｎ
・
ル
ー
マ

ン
に
よ
る
「
個
人
化
」「
親
密
な
関
係
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
」「
予
期
構
造
」
の
概
念
や
命
題
か
ら
、
結
婚
研
究
の
方
法

論
的
な
整
理
を
お
こ
な
い
、
回
族
の
結
婚
に
関
す
る
新
た
な
分
析
焦

点
を
提
示
す
る
。
こ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
か
ら
は
、
回
族
の
結
婚
研

究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
定
の
文
脈
を
超
え
て
、
中
国
や
他
地
域
の
結

婚
研
究
に
対
し
て
も
参
照
可
能
な
モ
デ
ル
を
提
供
で
き
る
だ
ろ
う
。

㈠
　
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
た
と
え
ば
現
在
の
日
本
で
は
「
皆
婚
社
会
の
溶
解
」
が
い
わ
れ
て

い
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
国
勢
調
査
に
基
づ
き

算
出
し
た
実
績
値
か
ら
は
、
五
〇
歳
時
の
未
婚
割
合
に
つ
い
て
、
一

九
七
〇
年
は
男
性
一
・七
％
、
女
性
三
・三
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇

一
〇
年
は
男
性
二
〇
・一
％
、
女
性
一
〇
・六
％
、
二
〇
一
五
年
は
男

性
二
三
・四
％
、
女
性
一
四
・一
％
と
推
移
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

五
〇
歳
時
点
で
一
度
も
結
婚
し
た
こ
と
の
な
い
ひ
と
の
割
合
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
日
で
は
男
性
二
割
、
女
性
一
割
を
超
え
て
い
〉
1
〈

る
。

こ
う
し
た
「
未
婚
化
が
始
ま
る
前
、
少
な
く
と
も
国
勢
調
査
が
始

ま
っ
た
大
正
時
代
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
る

（
一
九
七
〇
年
）
ま
で
、
日
本
の
生
涯
未
婚
〉
2
〈率
は
三
％
に
も
満
た
な

い
低
さ
だ
っ
た
。
日
本
は
九
七
％
以
上
の
人
が
結
婚
す
る
皆
婚
社
会

で
あ
っ
た
」。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
今
日
の
日
本
社
会
で
は
、「
皆
婚

社
会
の
溶
解
」﹇
平
井 2017: 2

﹈
が
露
だ
と
い
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
中
国
に
つ
い
て
は
、
改
革
開
放
後
の
急
速
な
経
済
発
展
や

都
市
化
の
な
か
で
、
や
は
り
未
婚
割
合
の
増
加
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
確
か
に
、
民
政
部
「
二
〇
一
八
年
民
政
事
業
発
展
統
計
公

報
」
に
拠
れ
ば
、
二
〇
一
八
年
、
配
偶
者
の
い
な
い
成
年
は
二
億
人

を
超
え
、
そ
の
う
ち
七
七
〇
〇
万
人
あ
ま
り
が
単
身
独
居
世
帯
と
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
五
歳
以
上
人
口
の
未
婚
割
合
は
、
一
九

九
八
年
国
家
統
計
局
が
実
施
し
た
人
口
動
態
標
本
調
査
（
抽
出
率

1.01/1000

）
に
拠
る
と
、
男
性
二
二
・
八
％
、
女
性
一
五
・
八
％
、

そ
の
二
〇
年
後
の
二
〇
一
八
年
同
調
査
（
抽
出
率0.820/1000

）
で

は
、
男
性
二
一
・五
％
、
女
性
一
四
・八
％
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

急
激
な
経
済
発
展
や
都
市
化
な
ど
か
ら
導
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
に
反
し

て
、
中
国
の
未
婚
割
合
は
、
最
近
二
〇
年
の
あ
い
だ
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
り
、
加
え
て
日
本
の
二
〇
一
五
年
の
未
婚
割
合
と
ほ
ぼ
同
程
度
に

“
高
水
準
”
で
推
移
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
改

革
開
放
前
の
あ
る
時
期
か
ら
今
日
に
か
け
て
、
中
国
は
一
貫
し
て

「
非
皆
婚
社
会
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
は
、
こ
う
し
た
類
の
結
婚
に
か
か
わ
る
問
題
に
出
会
っ
た
際

に
は
、
そ
の
真
偽
を
論
じ
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
第
一
に
、
学
問

的
な
方
法
論
に
こ
そ
注
意
を
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
結
婚
は
、
す
べ
て
の
人
び
と
に
と
っ
て
自
己
準
拠
＝
自
己

言
及
に
基
づ
く
、
高
度
に
再
帰
的
な
社
会
的
構
成
物
だ
か
ら
で
あ

る
。
研
究
者
と
て
例
外
で
は
な
く
、
観
察
者
で
あ
る
研
究
者
を
主
体
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と
し
て
、
分
析
対
象
で
あ
る
結
婚
を
客
体
と
し
て
、
両
者
を
完
全
に

区
別
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
婚
に
つ
い
て
〈
正
し
い
理

解
〉
を
求
め
よ
う
と
す
る
問
い
立
て
は
、
む
し
ろ
特
定
の
観
点
か
ら

結
婚
そ
の
も
の
を
実
体
化
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
観
察
者
自
身
の
特
権
的
な
立
ち
位
置
が
隠
蔽
さ
れ
て
こ

そ
、
初
め
て
〈
正
し
い
理
解
〉
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
に
過

ぎ
な
い
。

　
一
方
、「
結
婚
と
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
か
」（H

ow …
  ?

）

に
徹
底
し
た
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
の
問
い
立
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
説
明
の
仕
方
が
あ
る
な
か
で
、
あ
る
概
念
や
命
題
を
用
い
た
際
、

そ
れ
は
結
婚
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
に
な
る
の
か
を
問

題
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
多
様
な
問
い
立
て
と
、
そ
れ
に
即
し
た
多

様
な
解
に
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
拘
束
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
比
較
を
通
じ
て
、
多
様
な
問
い
立
て
や
解
を
相
互
に
参

照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
問
い
の
立
て
方
や
解
そ
の
も

の
は
常
に
誤
謬
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
注
意
を
向
け
る
こ
と
が

で
き
、
い
つ
で
も
再
観
察
や
再
記
述
が
可
能
で
あ
る
。

　
社
会
学
者
の
Ｎ
・
ル
ー
マ
ン
は
、
徹
底
し
た
構
成
主
義
的
認
識
論

に
基
づ
く
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
を
展
開
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

﹇M
oeller 2012: 78 ‒87 =2018: 127 ‒142

﹈。
ル
ー
マ
ン
は
、
科
学

的
理
論
が
構
築
さ
れ
う
る
、
ふ
た
つ
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
区
別

し
て
論
じ
て
い
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
は
、
完
全
、
健
全
、
最
適
条
件
な
ど
を
仮
定
し
、
そ

こ
か
ら
逸
脱
す
る
現
実
に
目
を
向
け
る
な
か
で
、
現
状
の
あ
る
べ
き

改
善
の
方
途
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｆ
・
ベ
ー
コ
ン
や

そ
の
後
継
者
の
思
想
の
系
列
に
属
す
る
も
の
で
、
そ
こ
で
の
知
識

は
、
不
備
を
取
り
除
き
、
漸
進
的
に
人
び
と
の
生
活
条
件
を
改
善
す

る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
﹇Luhm

ann 1990: 86 =2016: 51 ‒
52

﹈。
　
も
う
ひ
と
つ
の
理
論
タ
イ
プ
は
、「
あ
り
そ
う
に
な
さ
＝
非
蓋
然

性
」（U

nwahrscheinlichkeit =im
probability

）
の
仮
定
に
基
礎
を

置
く
も
の
で
あ
る
。「
型
ど
お
り
の
予
期
や
日
常
生
活
の
確
実
性
を

一
時
脇
に
お
き
、
い
か
に
し
て
本
質
的
に
非
蓋
然
的
な
諸
関
係
が
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
実
際
高
度
な
蓋
然
性
を

も
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
か
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら

出
発
す
る
」。
Ｔ
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
理
論
や
、
Ｉ
・
カ
ン
ト
の
探

求
（
経
験
知
＝
総
合
知
を
疑
い
、
そ
の
知
の
前
提
条
件
を
考
察
す

る
）
な
ど
が
、
こ
の
思
想
の
系
列
に
属
す
る
。
こ
の
理
論
タ
イ
プ
の

主
要
論
点
は
、
実
践
的
改
善
に
は
な
く
、「
あ
ら
ゆ
る
改
善
に
先

だ
っ
て
生
起
す
る
ひ
と
つ
の
理
論
的
問
題
、
す
な
わ
ち
い
か
に
し
て

不
可
能
な
も
の
を
可
能
な
も
の
へ
、
非
蓋
然
的
な
も
の
を
蓋
然
的
な

も
の
へ
と
変
換
す
る
ひ
と
つ
の
秩
序
が
創
出
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う

問
い
」
に
あ
る
﹇Luhm

ann 1990: 86 ‒87 =2016: 5 3

﹈。

　
構
成
主
義
的
認
識
論
は
こ
の
後
者
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す

る
。
日
々
の
生
活
の
な
か
で
、「
そ
れ
な
し
に
は
生
存
も
不
可
能
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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ン
（
社
会
）
と
は
非
蓋
然
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
開
始

す
る
」。
私
た
ち
が
「
無
自
覚
に
な
っ
て
い
る
こ
の
非
蓋
然
性
こ

そ
」、
第
一
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
わ
け

で
あ
る
﹇Luhm

ann 1990: 87 =2016: 5 4

﹈。

㈡
　「
結
婚
適
齢
期
人
口
」に
み
る
「
恐
婚
」や
「
喪
文
化
」

　
で
は
、
構
成
主
義
的
認
識
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
結
婚
を
論
じ
る

際
、
仮
に
国
家
統
計
局
な
ど
の
統
計
資
料
が
示
す
未
婚
割
合
を
前
提

に
し
て
、現
代
中
国
を
「
非
皆
婚
社
会
」
と
み
な
す
な
ら
ば
、人
び
と

の
結
婚
に
対
す
る
意
識
は
、
ど
の
よ
う
に
観
察
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
中
国
の
伝
統
的
な
結
婚
意
識
と
し
て
は
、『
孟

子
』
離り

婁ろ
う

章
句
上
の
「
不
孝
有
三
、
無
後
為
大
」
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。「
不
孝
に
三
あ
り
、
後
継
ぎ
が
な
い
の
が
も
っ
と
も
悪
い
」

と
い
〉
3
〈

う
。
夫
婦
関
係
よ
り
も
親
子
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
費
孝

通
が
「
生
育
制
度
」
に
つ
い
て
語
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
人
び
と
の
意
識
に
は
、「
養
児
防
老
」（
子
を
養
っ
て
老
後
の
面

倒
を
見
て
も
ら
う
）
や
「
多
子
多
福
」（
子
が
多
け
れ
ば
幸
福
で
あ

る
）
が
あ
り
、
西
洋
の
家
族
制
度
が
「
リ
レ
ー
型
」（
夫
婦
が
子
を

片
務
的
に
扶
養
す
る
世
代
関
係
が
世
代
ご
と
に
更
新
さ
れ
て
い
く
）

で
構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
中
国
の
家
族
制
度
は
「
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
型
」（
父
母
の
子
の
扶
養
と
子
の
父
母
の
扶
養
が
双
務
的
、

循
環
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
世
代
関
係
が
代
々
繰
り
返
さ
れ
る
）
で
構

成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
﹇
費 1988

﹈。

　
一
方
、
一
九
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
「
八
〇
後
」
や

「
九
〇
後
」
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
は
、
市
場
経
済
の
浸
透
に
よ
り
、

職
業
（
賃
金
労
働
）
を
軸
と
し
た
自
己
実
現
と
自
立
に
迫
ら
れ
て
き

た
。
本
人
の
意
識
だ
け
で
な
く
、
親
か
ら
子
に
向
け
ら
れ
た
期
待
や

心
配
も
ま
た
、
職
業
で
焦
点
化
す
る
。
本
人
と
親
の
両
者
の
ア
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
み
る
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　
ま
た
「
八
〇
後
」
や
「
九
〇
後
」
は
、
脱
線
の
な
い
要
領
の
よ
い

生
き
方
を
迫
ら
れ
て
も
い
る
。
一
貫
性
な
く
バ
ラ
バ
ラ
に
経
験
す
る

出
来
事
さ
え
も
、
あ
た
か
も
統
一
し
た
人
格
が
歩
む
軌
跡
の
よ
う

に
、
整
然
と
編
集
し
て
ま
と
め
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

彼
ら
彼
女
た
ち
の
関
心
と
時
間
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
よ
り

も
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
注
が
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
は
、
あ
る
種
、
近
代
社
会
の
檻
と
な
っ
て
、
そ

こ
に
人
び
と
を
閉
じ
込
め
て
い
る
。
度
重
な
る
制
度
改
革
、
受
験
戦

争
を
経
た
後
の
就
職
難
、
階
層
の
固
定
化
と
格
差
の
拡
大
な
ど
を
経

験
し
な
が
ら
、
職
業
と
キ
ャ
リ
ア
の
檻
に
あ
る
人
び
と
は
、
貨
幣
を

主
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
す
る
社
会
で
生
き
て

い
る
。
競
争
原
理
や
市
場
交
換
が
一
般
化
さ
れ
、
希
少
性
に
基
づ
く

資
源
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
び
と
に
過
不
足
な
く
分
配
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
当
然
、
資
源
が
再
分
配
（redistribution

）
や
互
酬

（reciprocity
）
を
通
じ
て
や
り
取
り
さ
れ
る
場
面
は
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
主
要
な
領
域
を
占
め
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
あ
る
い
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
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貨
幣
に
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
与
え
る
影
響
は
、

結
婚
に
対
し
て
も
明
瞭
に
観
察
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
彩
礼
」（
結

納
金
）、「
婚
房
」（
新
居
と
な
る
住
宅
）、「
婚
車
」（
新
婚
夫
婦
の
自

家
用
車
）、「
婚
宴
」、「
婚
粧
」（
花
嫁
衣
裳
）
な
ど
、
花
婿
側
か
ら

花
嫁
側
に
贈
ら
れ
る
婚
資
（
花
嫁
代
償
）
の
準
備
は
、
子
と
親
の
経

済
面
、
心
理
面
で
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
日
の
結
婚
は
、
貨
幣
に
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
依
然
と
し
て
、

「
不
孝
有
三
、
無
後
為
大
」
や
「
養
児
防
老
」
の
伝
統
意
識
も
存
在

す
る
。
息
子
を
選
好
す
る
伝
統
意
識
と
こ
れ
ま
で
の
計
画
生
育
制
度

が
相
ま
っ
て
、
男
女
比
の
不
均
衡
は
、
今
日
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
は
、
二
〇
二
〇
年

の
結
婚
適
齢
期
人
口
は
、
男
性
が
女
性
よ
り
も
三
〇
〇
〇
万
人
多
く

な
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

　
伝
統
意
識
の
根
強
い
存
在
や
、
貨
幣
に
媒
介
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
隆
盛
に
あ
っ
て
、「
結
婚
適
齢
期
人
口
」（
二
〇
〜
四

五
歳
）
の
人
び
と
は
、
反
発
や
抵
抗
、
無
気
力
や
逃
避
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
反
応
や
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
今
日
、
中
国
の
若
者
の
あ
い

だ
で
は
、「
恐
婚
」
や
「
喪
文
化
」
と
い
っ
た
意
識
や
言
説
が
広

が
っ
て
い
る
。

　「
恐
婚
」
と
は
、
結
婚
を
し
な
い
、
し
た
く
な
い
、
あ
る
い
は
結

婚
す
る
勇
気
が
も
て
な
い
と
い
っ
た
意
識
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一

五
年
、
中
山
大
学
社
会
科
学
研
究
院
が
北
京
、
上
海
、
広
州
、
深
圳

な
ど
で
実
施
し
た
質
問
紙
調
査
に
よ
れ
ば
、
結
婚
適
齢
期
に
あ
る
青

年
の
約
八
割
が
「
恐
婚
」
意
識
を
抱
い
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
広
播
網
や
中
国
新
聞
網
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
実
施
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、
結
婚
適
齢
期
青
年
の
「
恐
婚
」
割

合
が
、二
〇
一
二
年
に
初
め
て
三
割
を
超
え
、一
三
年
三
三
・二
％
、

一
四
年
五
三
・
六
％
、
一
五
年
七
六
％
と
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。「
恐
婚
族
」
は
、
な
か
で
も
高
学
歴
、
都
市
戸

籍
、
女
性
の
あ
い
だ
で
広
く
み
ら
れ
る
傾
向
だ
と
さ
れ
て
い
る

﹇
劉
・
李 2016

﹈。

　
こ
の
「
恐
婚
」
現
象
で
は
、
そ
れ
と
は
反
対
の
「
急
婚
」「
閃

婚
」
そ
し
て
「
閃
離
」
も
並
行
し
て
顕
著
な
現
象
と
な
っ
て
い
る
。

両
者
は
一
見
相
反
す
る
現
象
に
見
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
将
来

に
対
す
る
不
確
実
性
へ
の
不
安
や
、
結
婚
に
対
す
る
焦
慮
、
功
利
的

打
算
な
ど
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
﹇
劉 2012

﹈。

　「
喪
文
化
」
現
象
は
、
二
〇
一
六
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
登

場
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
告
、
大
学
生
な
ど
を
通
じ
て
拡
散
し
た
。
若
者

た
ち
は
自
ら
が
置
か
れ
た
社
会
状
況
を
省
み
て
、
消
極
的
か
つ
自
嘲

的
に
、
失
望
、
悲
傷
、
挫
折
、
焦
慮
や
無
力
感
に
苛
ま
れ
た
感
情
や

フ
レ
ー
ズ
を
、
中
国
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
と
結
び
つ
け
て
訴
え

て
き
た
。
同
年
九
月
、
こ
う
し
た
現
象
を
捉
え
て
、
中
国
政
府
系
メ

デ
ィ
ア
「
光
明
日
報
」
は
「
喪
文
化
」
と
命
名
し
た
﹇
劉 2020; 

徐 2020
﹈。
政
府
や
党
は
、「
喪
文
化
」
の
流
行
が
も
た
ら
す
社
会

的
な
負
の
影
響
を
警
告
し
、
退
廃
的
で
自
暴
自
棄
な
一
部
若
者
た
ち
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が
、
挫
折
や
失
敗
に
対
し
て
「
後
ろ
向
き
」
に
対
応
し
て
い
る
と
し

て
強
く
批
判
す
る
。
そ
し
て
、「
喪
」
で
は
な
く
「
熱
」
を
も
っ
て

物
事
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
文
化
を
管
理
し
、
青

少
年
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
り
も
し
て
い
る
﹇
符
・
孫

2020

﹈。

　
こ
う
し
た
権
力
側
か
ら
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一

部
若
者
の
「
喪
文
化
」
の
表
出
は
、
結
婚
に
対
す
る
消
極
的
で
諦
観

的
な
意
識
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

㈢
　
結
婚
を
「
個
人
化
」か
ら
観
察
す
る

　
で
は
回
族
の
結
婚
に
つ
い
て
も
、「
恐
婚
」
や
「
喪
文
化
」
の
よ

う
な
現
象
を
観
察
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
の
是
非
は
、
今

後
の
調
査
研
究
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
他
方
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
教
義
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
い
さ
さ
か
意
外
な
事
実
が
明

ら
か
に
な
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行

を
記
録
し
た
も
の
）
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
義
上
、
結
婚
を
強

く
奨
励
し
て
い
る
。
結
婚
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
一
般
的
な
理
解

は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。「
ハ
デ
ィ
ー
ス
で
は
〈
結
婚
は
わ
が
ス
ン

ナ
（
慣
行
）、
わ
が
ス
ン
ナ
を
望
ま
な
い
者
は
私
に
従
う
者
で
は
な

い
〉〈
結
婚
は
信
仰
の
半
ば
〉
と
い
わ
れ
、
結
婚
が
強
く
推
奨
さ
れ

て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
は
家
庭
を
基
礎
単
位
と
す
る
と
考
え
ら

れ
、
婚
姻
関
係
は
家
庭
を
つ
く
る
ゆ
え
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
。
イ

ス
ラ
ー
ム
は
セ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
き
わ
め
て
肯
定
的
で
あ
り
、
結
婚

の
奨
励
は
性
行
為
の
奨
励
を
含
ん
で
い
る
。
性
の
肯
定
と
合
法
主
義

の
接
点
が
結
婚
の
奨
励
で
あ
り
、
婚
姻
の
契
約
を
重
視
す
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
法
的
に
は
、
結
婚
に
よ
ら
な
い
性
交
渉
（
同
性
愛
を

含
む
）
が
否
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
結
婚
制
度
を
社
会
の
根
幹
に

置
く
認
識
に
由
来
す
る
」﹇
小
杉 2002: 356

﹈。

　
実
際
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
回
族
人
口
は
他
の
民
族

よ
り
高
い
自
然
増
加
率
を
示
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
有
配
偶
者
の
割

合
を
み
て
み
る
と
異
な
っ
た
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な

わ
ち
、
二
〇
一
八
年
人
口
動
態
標
本
調
査
で
は
、
一
五
歳
以
上
人
口

で
未
婚
、離
婚
、喪
偶
（
配
偶
者
と
の
死
別
）
を
除
く
有
配
偶
者
の
割

合
は
男
女
合
わ
せ
て
七
四
・
一
％
だ
っ
た
。
一
方
、
回
族
の
一
五
歳

以
上
人
口
の
有
配
偶
者
割
合
は
、
二
〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
調
査

で
七
一
・
八
％
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
回
族
の
有
配
偶
者
割
合
が
特

に
目
立
っ
て
高
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
﹇
劉
・
張 2016: 4 3

﹈。

　
確
か
に
、
回
族
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
で
も
、
結
婚
に
つ
い

て
触
れ
た
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
節
や
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
ム
ハ
ン
マ
ド
の

こ
と
ば
、
ム
ハ
ン
マ
ド
に
つ
い
て
弟
子
が
語
っ
た
こ
と
ば
な
ど
を
あ

げ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
結
婚
を
信
仰
の
一
部
と
み
な
し
て
お
り
、
ま

た
人
び
と
の
権
利
で
も
あ
り
義
務
で
も
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

﹇
郝 2007: 3 ‒5; 

肖 2009: 93 ‒155; 

白 2015: 28 ‒33

﹈。
イ
ス
ラ
ー

ム
で
は
、
家
庭
は
社
会
の
基
礎
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
結
婚
は
両
性
関

係
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
成
人
男
女
は
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心
身
の
疾
患
が
な
い
限
り
、
結
婚
す
る
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
あ
る
﹇
駱 2007: 7 7

﹈。
し
か
し
な
が
ら
、
結
婚
を
重
視

す
る
宗
教
規
範
や
信
仰
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
回
族
も
ま
た
、
今

日
中
国
の
「
非
皆
婚
社
会
」
に
あ
っ
て
、
そ
の
例
外
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
回
族
の
結
婚
に
つ
い
て
観
察

し
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
新
た
に
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
こ
の
認
識
論
は
、
そ
の
特
徴
を
一
言
で
表
す
な
ら
ば
次
の
よ
う
に

な
る
。
構
成
主
義
的
認
識
論
は
、「
個
人
化
」
に
対
応
し
た
社
会
理
論

で
あ
る
。
つ
ま
り
構
成
主
義
的
認
識
論
は
、
近
代
化
が
伝
統
社
会
に

あ
っ
た
豊
穣
な
人
間
観
を
縮
減
し
、
人
間
を
「
個
人
」
と
し
て
観
察

し
構
成
す
る
「
個
人
化
」
を
進
め
て
き
た
と
観
察
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
個
人
化
は
、
も
ち
ろ
ん
中
国
で
も
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
中
国

の
憲
法
は
、
公
民
の
信
仰
の
自
由
を
規
定
し
、
法
律
上
の
権
利
と
義

務
の
平
等
性
を
保
障
し
て
い
る
。
法
律
上
、
回
族
に
と
っ
て
も
宗
教

へ
の
か
か
わ
り
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
宗

教
上
の
信
仰
の
相
違
は
、
国
家
が
定
め
る
一
定
の
枠
の
な
か
で
許
容

さ
れ
、
宗
教
上
の
信
条
の
相
違
は
平
等
な
個
人
の
決
定
（
選
択
）
に

還
元
さ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
構
成
主
義
的
認
識
論
は
次
の
よ
う
な
説
明

を
可
能
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
社
会
に
比
し
て
近
代
社
会
の
個

人
化
の
な
か
で
は
、
宗
教
的
確
信
と
し
て
の
個
人
的
体
験
の
意
味
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、
信
仰
は
個
人
の
体
験
の
意
味
（
差
異
）
に

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
信
仰
を
支
え
る
社
会

的
な
同
意
や
支
持
を
求
め
る
個
人
の
動
機
も
強
ま
り
、
個
人
は
組
織

の
役
割
を
強
化
し
て
、
個
人
に
対
す
る
同
意
や
支
持
の
提
供
を
促
し

て
い
く
﹇Luhm

ann 2000: 295 ‒296 =2016: 333 ‒334

﹈。

　
ル
ー
マ
ン
は
、「
個
人
化
」、
す
な
わ
ち
人
間
が
「
個
人
」（in di-

vid ual

）
と
し
て
観
察
さ
れ
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
間
の
心
身
の

統
一
や
、
心
身
を
自
ら
動
か
す
こ
と
、
ま
た
い
ず
れ
誰
も
が
迎
え
る

死
な
ど
、
人
間
の
「
個
人
性
」
が
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
人
び
と
に
よ
っ

て
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
経
験
に
基
づ
く
と
い
う
。
人
間
は
「
個

人
」
と
し
て
、
他
者
と
の
分
離
性
と
そ
れ
以
上
分
け
ら
れ
な
い
非
分

割
性
と
い
う
「
個
人
性
」
を
前
提
に
し
て
、
社
会
や
人
び
と
か
ら
観

察
さ
れ
構
成
さ
れ
る
﹇Luhm

ann 1982: 15 ‒16 =2005: 1 4

﹈。

　
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
個
人
化
に
対
応

し
た
社
会
理
論
か
ら
の
観
察
や
説
明
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
改
め

て
、
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
回
族
の
結
婚
を
観
察
す
る
場
合
、
こ

こ
か
ら
新
た
に
得
ら
れ
る
分
析
の
焦
点
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
以
下

に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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二
　「
個
人
化
」に
お
け
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の

深
化
」と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」

　
構
成
主
義
的
認
識
論
か
ら
の
回
族
結
婚
の
新
た
な
分
析
焦
点
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
ル
ー
マ
ン
の
議
論
に
な
ら
っ
て
、
個
人
化
の
特
徴
を

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の

増
大
」
か
ら
捉
え
た
う
え
で
、
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ル
ー
マ
ン
は
、
仮
に
社
会
を
、
貨
幣
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
メ
デ
ィ
ア
に
媒
介
さ
れ
た
経
済
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
据
え
て
観

察
す
る
と
、
個
人
は
他
者
と
の
あ
い
だ
で
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係

し
か
持
ち
え
ず
、
社
会
は
圧
倒
的
に
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
と
し

て
立
ち
現
れ
る
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
ル
ー
マ
ン
は
、
経
済
は
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ず
、
個
人
は
み
な
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
な
関
係
を
強
化
す
る
可
能
性
│
│
個
人
が
最
も
個
人
的
な
も
の

と
み
な
す
こ
と
が
ら
の
多
く
を
他
者
に
伝
え
、
他
者
に
よ
っ
て
も
そ

れ
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
│
│
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を

促
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
近
代
社
会
の
個
人
は
、「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ

ル
な
関
係
の
増
大
」
と
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
の
双
方
の

強
化
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
﹇Luhm

ann 
1982: 13 ‒15 =2005: 11 ‒12

﹈。

　
こ
の
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
が
可
能
な
の
は
、
わ

ず
か
な
役
割
特
性
（
警
察
官
、
女
店
員
、
電
話
交
換
手
な
ど
）
だ
け

で
相
手
を
判
断
す
る
場
合
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
首
尾
よ

く
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
個
人
の
活
動
は
無
数

の
他
者
に
依
存
し
て
い
る
が
、
本
来
的
に
非
蓋
然
的
で
コ
ン
テ
ィ
ン

ジ
ェ
ン
ト
な
（
他
様
の
可
能
性
に
開
か
れ
た
）
他
者
に
対
し
て
、

「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
の
信
頼
は
、
人
物
に
か
か
わ
る
具
体

的
な
知
見
に
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
文
脈
を
超
え
て
一
般
化

さ
れ
た
役
割
特
性
や
そ
の
規
範
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。他
方
、「
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
で
は
、「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
の

よ
う
な
多
様
性
の
拡
張
や
増
加
が
単
純
に
な
さ
れ
る
と
、
む
し
ろ
各

人
は
「
過
剰
要
求
」
と
い
う
限
界
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
し
た

が
っ
て
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
で
は
、
そ
の
増
大
で
は
な
く
深
化

が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
深
化
を
通
じ
て
、
人
間
の
個
人
的
で
唯
一
無

二
の
ど
ん
な
性
質
に
つ
い
て
も
重
要
に
な
る
社
会
関
係
が
可
能
に
な

る
と
、
ル
ー
マ
ン
は
説
明
す
る
。
こ
の
社
会
関
係
は
「
人
と
人
と
の

相
互
浸
透
」
す
な
わ
ち
「
親
密
な
関
係
」
と
し
て
概
念
づ
け
ら
れ
て

い
る
﹇Luhm

ann 1982: 13 ‒15 =2005: 1 2

﹈。

　
ル
ー
マ
ン
は
「
親
密
な
関
係
」
の
特
徴
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

も
の
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
取
り
去
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
相
手
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
に
無
関
心
を
表
明

し
て
は
な
ら
な
い
し
、
相
手
か
ら
の
個
人
的
な
問
い
に
も
答
え
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う

な
理
由
か
ら
、「
親
密
な
関
係
」
は
、
そ
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高

じ
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
人
間
を
自
他
と
も
に
「
個
人
」
と
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し
て
観
察
す
る
な
か
で
、
そ
の
人
の
固
有
の
差
異
は
、
そ
の
人
自
身

に
引
き
付
け
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
誘
因
を
強
め
て
い
る
。
自
分
自

身
の
体
験
や
行
為
に
準
拠
し
て
自
ら
を
構
成
し
、
そ
の
意
識
の
存
在

を
知
る
に
は
、
名
前
、
年
齢
、
性
別
、
社
会
的
地
位
、
職
業
と
い
っ

た
、
あ
り
ふ
れ
た
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。

個
人
は
、
環
境
と
自
ら
と
の
差
異
に
お
い
て
、
ま
た
そ
う
し
た
差
異

を
他
者
と
は
違
っ
て
取
り
扱
っ
て
い
る
仕
方
に
お
い
て
、
確
証
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
同
時
に
並
行
し
て
、
社
会
も
ま
た

き
わ
め
て
複
雑
に
な
り
、
見
通
し
に
く
く
な
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
こ

そ
、
な
お
理
解
可
能
で
あ
っ
て
、
熟
知
さ
れ
、
打
ち
解
け
る
こ
と
の

で
き
る
「
親
密
な
関
係
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
﹇Luhm

ann 1982: 14 ‒18 =2005: 13 ‒16
﹈。

　「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
は
、「
親
密
な
関
係
」
の
み
な
ら

ず
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
に
も
影
響
を
も
た
ら
す
。
た
と
え

ば
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
は
、
恋
愛
や
性
的
な
興
味
の
対
象
が
ど

の
よ
う
な
性
別
に
向
く
か
、
ま
た
そ
こ
で
の
性
的
な
嗜
好
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
を
意
味
す
る
「
性
的
指
向
」（
異
性
愛
、
同
性

愛
、
両
性
愛
な
ど
）
と
、
自
分
自
身
の
性
別
に
対
す
る
「
性
自
認
」

を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
私
た
ち
が
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関

係
の
深
化
」
の
な
か
で
、「
個
人
が
最
も
個
人
的
な
も
の
と
み
な
す

こ
と
が
ら
の
多
く
を
他
者
に
伝
え
、
他
者
に
よ
っ
て
も
そ
れ
が
認
め

ら
れ
る
可
能
性
」
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
、
個
人
自
身
に
よ
る
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
確
証
と
と
も
に
、
社
会
（
組
織
）
に
対
し
て
そ
の

確
証
を
承
認
し
支
持
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
の
中
国
で
は
す
で
に
、
個
人
と
組
織
の
双
方
に
お
い
て
、
人

権
や
法
と
い
っ
た
理
念
的
、
規
範
的
側
面
か
ら
も
、
道
徳
倫
理
と

い
っ
た
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
的
側
面
か
ら
も
、
個
人
の
「
性
的

指
向
」
や
「
性
自
認
」
の
多
様
性
や
多
元
性
を
承
認
し
支
持
す
る
方

向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
「
九
〇
後
」
世
代
で
は
、
前
後
の

世
代
に
比
べ
て
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
く
つ

か
の
先
行
研
究
に
よ
る
中
国
大
学
生
の
意
識
調
査
や
、
法
学
者
の
議

論
な
ど
に
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
る
﹇
傅
・
蘇
寧
穆
其
楽
・
劉
・
范
・

叶 2012; 

張 2019

﹈。
つ
ま
り
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、「
パ
ー
ソ
ナ

ル
な
関
係
の
深
化
」
を
経
て
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
で
も
支

持
と
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
で
、「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増

大
」
に
対
し
て
も
寄
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
回
族
で
は
、
教
義
上
、
ヘ
テ
ロ
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
規
範
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、

回
族
の
結
婚
適
齢
期
に
あ
る
人
び
と
や
大
学
生
の
あ
い
だ
で
、
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
行
動
に
あ
る
の
か
は

興
味
深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
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三
　
個
人
と
個
人
を
つ
な
ぐ
「
象
徴
的
に
一
般
化
さ
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
」

　
個
人
は
誕
生
に
際
し
て
、
先
天
的
に
「
定
位
家
族
」（fam

ily of 
orientation

）
の
「
親
密
な
関
係
」
に
組
み
込
ま
れ
る
が
、
そ
の
後
、

結
婚
に
よ
っ
て
自
ら
の
「
生
殖
家
族
」（fam

ily of pro cre a tion

）
を

形
成
し
、
新
た
に
「
親
密
な
関
係
」
を
築
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に

図
式
的
に
見
た
だ
け
で
も
、
配
偶
者
と
の
出
会
い
と
「
親
密
な
関

係
」
の
新
た
な
構
築
の
両
立
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い

こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
結
婚
と
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

関
係
の
深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
の
両
者
を

結
び
つ
け
る
結
節
点
と
な
っ
て
お
り
、
配
偶
者
の
選
択
は
、
新
た
に

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
を
図
る
う
え
で
の
始
発
点
と
な
っ

て
い
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
確
か
に
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の

深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
は
共
進
し
て
い
る

が
、
結
婚
と
は
こ
れ
ら
双
方
の
関
係
を
関
連
づ
け
共
振
さ
せ
る
現
場

（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
連
づ
け
や
共
振
を
可
能
に

す
る
よ
う
な
、
何
か
し
ら
の
社
会
構
造
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
実
際
、
回
族
の
配
偶
者
選
び
の
変
容
な
ど
、
時
系
列
に
配
慮
し
た

先
行
研
究
か
ら
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
が
共
進
し
て
い
る
こ
と
を
概
観
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
、
寧
夏
回
族
自
治
区
農
村
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で

の
婚
姻
は
、
ほ
と
ん
ど
が
父
母
に
よ
る
請
負
結
婚
で
、
父
母
の
意
向

の
下
に
配
偶
者
が
選
ば
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
配
偶
者
に
求
め
ら
れ

る
条
件
は
、
族
内
婚
で
あ
り
、
信
仰
に
篤
い
こ
と
、
家
柄
や
政
治
的

身
分
な
ど
が
重
視
さ
れ
た
。
と
く
に
信
仰
の
共
有
は
、
情
緒
的
絆
を

深
め
、
親
し
み
と
凝
集
力
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
条
件
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
八
〇
年
代
の
改
革
開
放
以
降
、

市
場
経
済
の
浸
透
と
出
稼
ぎ
の
増
大
、
進
学
率
の
上
昇
な
ど
で
社
会

移
動
が
高
ま
り
、
人
び
と
の
交
流
機
会
や
範
囲
が
広
ま
っ
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
配
偶
者
と
の
出
会
い
も
、
父
母
以
外
か
ら
の
紹
介
を
得

て
知
り
合
っ
た
り
、
学
校
や
職
場
な
ど
、
本
人
同
士
の
出
会
い
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
り
す
る
割
合
が
増
え
、
本
人
た
ち
の
意
向
を
尊
重

し
な
が
ら
、
父
母
が
結
婚
に
同
意
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
数
を
占
め
て

い
く
よ
う
に
な
る
。
配
偶
者
に
求
め
る
条
件
も
、
信
仰
の
篤
さ
や
政

治
的
身
分
の
重
要
性
は
低
下
し
て
、
学
歴
、
収
入
、
職
業
な
ど
相
手

の
経
済
的
条
件
や
、
結
納
金
や
婚
資
な
ど
と
く
に
男
性
側
の
実
家
の

経
済
力
、
そ
う
し
た
経
済
的
条
件
や
才
覚
に
加
え
て
、
本
人
の
性
格

や
考
え
方
、
感
情
、
容
貌
な
ど
に
基
づ
く
相
性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
﹇
馬 2008

﹈。

　
こ
の
よ
う
な
配
偶
者
選
択
に
お
け
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深

化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
の
共
進
は
、
多
く
の

先
行
研
究
で
同
様
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
配
偶
者
選
び
の
基

準
に
関
し
て
、
性
格
の
一
致
や
相
性
と
い
っ
た
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関

係
の
深
化
」
に
か
か
わ
る
要
素
と
、
学
歴
、
職
業
、
収
入
や
住
宅
と
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い
っ
た
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
に
か
か
わ
る
要
素
の

双
方
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
機
制
の
下
で
折
り
合
う
の
か
、
そ
の
社

会
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
論
じ
た
実
証
研
究
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
次
の
よ
う
な
量
的
調
査
に
基
づ
く
先
行
研
究
は

存
在
す
る
が
、
研
究
方
法
の
性
質
上
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
お
よ
び
イ
ン

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
相
関
を
示
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
以
上

の
詳
細
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
た
と
え
ば
白
蓉
﹇2015
﹈
の
回
族
結
婚
観
研
究
で
は
、
配
偶
者
選

択
の
基
準
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
民
族
、
信
仰
（
敬
虔
）、
文

化
教
養
、
生
活
習
慣
、
家
柄
、
性
格
、
貞
操
、
年
齢
、
健
康
、
容

姿
、
趣
味
、
職
業
、
収
入
、
地
位
、
財
産
、
学
歴
、
地
域
、
そ
し
て

相
性
や
愛
情
の
有
無
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら

構
成
要
素
と
、
以
下
の
結
婚
観
に
か
か
わ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
相
関

を
調
べ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
回
族
の
結
婚
観
に
か
か
わ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
⑴

宗
教
か
ら
の
観
察
│
│
結
婚
を
「
瓦ワ
ー
ジ
ブ

直
卜
」（
礼
拝
、
断
食
、
契
約

の
履
行
、
ジ
ハ
ー
ド
な
ど
と
並
ぶ
信
仰
上
の
義
務
行
為
）
や
「
遜ス
ン

奈ナ

」（
慣
行
・
慣
習
）
と
捉
え
た
り
、
教
派
や
門
宦
（
神
秘
主
義
教

団
）
の
教
義
に
従
い
、
結
婚
を
通
じ
て
社
会
の
安
定
、
秩
序
の
維

持
、
婦
女
の
保
護
な
ど
に
貢
献
す
る
と
捉
え
た
り
す
る
結
婚
観
、
⑵

社
会
規
範
か
ら
の
観
察
│
│
族
内
婚
、
族
際
婚
、
包
弁
（
請
負
）
結

婚
、
簡
素
な
結
婚
登
記
、
仲
人
の
役
割
、
自
由
恋
愛
、
近
親
婚
、
早

婚
、
晩
婚
な
ど
を
社
会
の
安
定
や
秩
序
の
維
持
な
ど
に
結
び
つ
け
て

捉
え
る
結
婚
観
、
⑶
結
婚
の
社
会
的
機
能
か
ら
の
観
察
│
│
愛
情
、

愉
悦
、
喜
び
、
楽
し
さ
な
ど
の
感
情
の
基
礎
と
し
て
、
ま
た
成
長
や

自
我
の
完
成
な
ど
幸
福
、
自
立
や
自
己
表
現
を
実
現
し
た
り
、
子
孫

繁
栄
、
父
母
、
家
族
親
戚
、
両
家
の
願
い
、
社
会
の
安
定
な
ど
を
満

た
す
契
機
と
し
て
捉
え
る
結
婚
観
、
⑷
夫
婦
関
係
か
ら
の
観
察
│
│

性
別
の
分
業
や
平
等
、
相
互
の
尊
重
、
包
容
、
理
解
、
関
心
、
自

立
、
恩
愛
、
信
任
、
忠
誠
、
扶
助
、
学
習
、
切
磋
琢
磨
な
ど
、
夫
婦

の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
結
婚
観
、
⑸
結
婚
儀
礼
か
ら
の
観
察
│
│
結

納
、
契
約
、
ニ
カ
ー
フ
（
結
婚
儀
式
＝
結
婚
の
宣
言
）
な
ど
儀
礼
や

典
礼
に
か
か
わ
る
結
婚
観
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
﹇
白 2015

﹈。

　
こ
う
し
た
量
的
調
査
の
分
析
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深

化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
が
共
進
し
て
、
回
族

の
配
偶
者
選
択
基
準
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
先

述
の
よ
う
に
、
双
方
の
関
係
を
関
連
づ
け
共
振
さ
せ
る
社
会
構
造
の

機
制
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
注
意
を
別
の
側
面
に
向
け
て
み
よ
う
。
実

は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関

係
の
増
大
」
の
共
進
と
並
行
し
て
、
先
行
研
究
の
な
か
で
は
、
離
婚

の
増
加
傾
向
を
指
摘
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て

族
外
婚
の
増
加
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。

　
回
族
の
有
配
偶
者
数
に
占
め
る
他
民
族
と
の
婚
姻
の
割
合
は
、
二

〇
〇
〇
年
と
二
〇
一
〇
年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
順
に
一

三
・
二
八
％
と
一
二
・
九
四
％
、
そ
の
う
ち
漢
族
と
の
族
外
婚
は
一
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一
・八
五
％
と
一
一
・四
三
％
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
漢
族
に
続
く
族

外
婚
の
相
手
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
東
郷
族
が
第
二
位
で
順

に
〇
・四
三
％
と
〇
・五
二
％
、
第
三
位
が
満
族
で
〇
・一
六
％
と
〇
・

一
七
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
回
族
の
族
外
婚
で
は
漢
族
が
大
部
分
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
族
外
婚
の
男
女
比
は
、
二
〇

〇
〇
年
一
：
一
、
二
〇
一
〇
年
一
：
一
・
〇
三
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

﹇
劉
・
張 2016: 44 ‒46
﹈。

　
改
革
開
放
が
本
格
化
し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
回
族
の
族
外
婚
は

一
割
あ
ま
り
を
占
め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
減
少

傾
向
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
族
外
婚
に
対
す
る
研
究
者

や
、
そ
こ
で
観
察
さ
れ
る
回
族
の
意
識
で
は
、
む
し
ろ
離
婚
増
加
の

理
由
を
漢
族
と
の
族
外
婚
に
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。

　
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
甘
粛
省
蘭
州
市
に
は
六
か
所
の
ム
ス
リ
ム
結

婚
相
談
所
が
あ
る
（
二
〇
一
五
年
時
点
）。
一
九
九
七
年
に
最
初
の

ム
ス
リ
ム
結
婚
相
談
所
が
、
か
つ
て
の
伝
統
的
な
ム
ス
リ
ム
集
住
地

区
に
位
置
す
る
西
固
清
真
寺
（
モ
ス
ク
）
に
開
か
れ
、
信
者
た
ち
の

喜
捨
に
よ
る
慈
善
公
共
事
業
と
し
て
運
営
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
二

〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
市
内
各
地
で
も
結
婚
相
談
所
が
相
次
い
で

開
設
さ
れ
た
。
先
駆
け
と
な
っ
た
西
固
清
真
寺
結
婚
相
談
所
で
は
、

一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
二
一
二
四
名
が
登
録
し
て

い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
男
性
七
六
八
名
（
未
婚
五
九
八
名
、
再
婚
希

望
者
一
七
〇
名
）、
女
性
一
三
五
六
名
（
未
婚
九
五
八
名
、
再
婚
希

望
者
三
九
八
名
）
で
あ
っ
た
﹇
祁 2016: 5 6

﹈。
二
〇
〇
七
年
当
時

の
記
録
を
み
る
と
、
離
婚
の
理
由
は
、
男
性
側
で
喪
偶
が
多
く
、
女

性
側
で
は
男
性
の
婚
外
恋
愛
や
性
格
、
素
行
の
問
題
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
離
婚
女
性
の
八
五
％
は
、
離
婚
後
に
子
ど
も
を
引
き

取
っ
て
養
育
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
住
宅
や
仕
事
な
ど
で
大

き
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
。
離
婚
を
経
験
し
た
女
性
の
八
〇
％
が
族

外
婚
者
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
大
学
や
大
学
院
な
ど
を
卒
業
し
た
高

学
歴
者
で
、
在
学
中
や
職
場
で
の
恋
愛
結
婚
が
大
部
分
を
占
め
る
。

男
女
全
体
で
み
れ
ば
族
外
婚
の
離
婚
は
族
内
婚
よ
り
も
四
割
ほ
ど
多

い
﹇
米
月
・
哈
熱
依
木 2008: 2 1

﹈。

　
こ
こ
で
、
結
婚
相
談
所
ス
タ
ッ
フ
が
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の

は
、
自
然
な
流
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
公
教

育
を
通
じ
て
民
族
の
伝
統
や
文
化
へ
の
認
識
が
不
足
す
る
一
方
で
、

民
族
の
生
活
習
慣
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
深
く
内
面
化
さ
れ
て
い

る
。
非
ム
ス
リ
ム
は
結
婚
前
に
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
入
教
す
る
が
、
そ
れ

は
形
式
的
な
も
の
に
止
ま
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム

を
遵
守
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
結
婚
生
活
で
は
夫
婦
間
の

観
念
上
や
精
神
面
で
の
溝
が
深
ま
り
、
父
母
、
親
戚
、
友
人
と
も
衝

突
が
生
じ
が
ち
で
、
回
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
家
族
か
ら

も
排
斥
さ
れ
て
孤
立
す
る
場
合
も
珍
し
く
な
い
。
社
会
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
上
の
支
持
や
承
認
が
得
ら
れ
ず
、
心
理
面
で
の
ス
ト
レ
ス
は

大
き
く
、
夫
婦
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
﹇
米

月
・
哈
熱
依
木 2008: 2 1

﹈。

　
私
た
ち
は
こ
こ
で
、
離
婚
に
か
か
わ
る
出
来
事
の
な
か
か
ら
こ
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そ
、
む
し
ろ
族
内
婚
で
は
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」（
性
格
や
感
情

な
ど
の
相
性
）
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」（
職
業
や
住
宅
と

い
っ
た
経
済
的
条
件
な
ど
）
の
双
方
の
関
係
を
取
り
結
ぶ
社
会
的
な

仕
掛
け
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
、
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
な
お
、
族
内
婚
だ
か
ら
結
婚
で
き
た
り
結
婚
が
持
続
し
た
り

す
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
学
問
的
な
説
明
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
さ

ら
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
）。
相
性
と
は
、
意
識
に
か
か
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
働
き
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
相
性
と
は
、
ひ
と
り

だ
け
で
な
く
両
者
の
意
識
に
お
け
る
好
奇
心
、
求
知
心
、
傾
倒
、
承

認
、
共
感
、
共
鳴
、
信
頼
、
寛
容
、
同
情
等
々
の
働
き
に
お
い
て
、

時
間
と
関
心
の
冗
長
性
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＝
社
会
）
を
獲
得

で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
パ
ー
ソ
ナ
ル

な
関
係
の
深
化
」
は
、
一
方
で
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増

大
」
と
い
う
功
利
主
義
的
側
面
と
、
折
り
合
い
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
こ
こ
で
ま
た
、
ル
ー
マ
ン
の
構
成
主
義
的
認
識
論
の
議
論
を
参
照

す
る
と
、「
個
人
化
」
の
な
か
で
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」

と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
の
双
方
が
強
化
さ
れ
る
な

か
で
あ
っ
て
も
、「
親
密
な
関
係
」
で
他
者
に
つ
い
て
知
り
、
顧
慮

す
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
ま
で
可
能
だ
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
社

会
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
で
は
、
人
間
の
「
個
人
性
」
を
捉

え
、
育
成
し
、
促
進
す
る
、「
象
徴
的
に
一
般
化
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
」（
異
な
る
ふ
た
つ
の
も
の
を
結
合
す
る

形
で
、
文
脈
を
超
え
て
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
）
が
提
供

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
﹇Luhm

ann 1982: 14 ‒18 =2005: 13 ‒16

﹈。

　
人
間
は
、
社
会
に
参
加
す
る
な
か
で
、
決
定
（
選
択
）
を
強
制
さ

れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
次
の
出
来
事
は
生
じ
な
い
し
、
社
会
は

存
続
し
な
い
。
決
定
に
あ
た
っ
て
の
選
択
肢
は
、
途
方
も
な
く
複
雑

な
世
界
で
、
常
に
他
様
の
可
能
性
と
隣
り
合
わ
せ
に
示
さ
れ
る
。
こ

こ
で
人
間
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

関
係
」
と
の
差
異
、
換
言
す
れ
ば
、「
本
人
に
し
か
妥
当
し
な
い
経

験
、
評
価
、
反
作
用
様
式
」
と
、「
匿
名
的
に
構
成
さ
れ
る
世
界
つ

ま
り
あ
ら
ゆ
る
個
人
に
妥
当
す
る
世
界
」
と
の
差
異
を
用
い
て
決
定

を
お
こ
な
う
。
こ
の
決
定
で
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
と
「
イ

ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
」
を
統
合
で
き
る
よ
う
な
条
件
、
す
な
わ

ち
、「
き
わ
め
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
体
験
処
理
や
行
為
能
力
に
対
し
て

も
社
会
的
な
承
認
が
用
意
さ
れ
、
こ
う
し
た
承
認
が
達
成
さ
れ
る
た

め
の
社
会
的
に
認
証
さ
れ
た
形
式
」
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
は
、

「
個
人
は
、
自
ら
が
何
者
で
あ
る
か
と
い
う
点
ば
か
り
で
な
く
、
自

ら
が
何
を
見
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も
（
社
会
的
な
）
共

鳴
を
見
出
す
こ
と
」
が
で
き
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。
こ
う
し
た
条

件
を
満
た
す
「
象
徴
的
に
一
般
化
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
」
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
ル
ー
マ
ン
は
「
情
熱
と
し
て

の
愛
」
を
あ
げ
、
歴
史
的
視
点
か
ら
、
愛
の
意
味
が
典
型
化
さ
れ
構

造
化
さ
れ
る
様
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
感
情
（
愛
）
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
見
込
み
が
き
わ
め
て
少
な
い
に
も
か
か
わ
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ら
ず
、
そ
れ
を
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
う
る
シ
ン
ボ
ル
・

コ
ー
ド
と
し
て
「
情
熱
と
し
て
の
愛
」
を
作
り
出
す
こ
と
で
、「
愛

の
コ
ー
ド
」
そ
の
も
の
が
「
愛
の
感
情
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
促
進

し
た
こ
と
を
説
明
す
る
わ
け
で
あ
る
﹇Luhm

ann 1982: 10 =2005: 
4 ‒5

﹈。

　
私
た
ち
は
こ
こ
で
、「
象
徴
的
に
一
般
化
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
」
が
、「
生
起
す
る
見
込
み
の
き
わ
め
て
少
な

い
出
来
事
の
生
起
す
る
見
込
み
を
高
め
る
こ
と
」
に
注
意
し
た
い
。

も
し
、
信
仰
と
族
内
婚
が
配
偶
者
選
択
を
容
易
に
し
、
結
婚
生
活
を

持
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
回
族
の
特
殊
性
に
還
元
す
る
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
方
法
論
的
に
一
般
的
な
次
元
で
、「
パ
ー
ソ
ナ

ル
な
関
係
の
深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
が
、

い
か
な
る
シ
ン
ボ
ル
・
コ
ー
ド
を
介
し
て
、
ど
の
よ
う
に
折
り
合
っ

て
い
る
の
か
を
観
察
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
組
織
的
か
つ
宗
教
的
な
支
持
と
承
認
が
得
ら
れ
る
清
真
寺

な
ど
で
の
結
婚
紹
介
所
の
活
動
や
﹇
祁 2016; 

米
月
・
哈
熱
依

木 2008

﹈、
回
族
が
設
立
し
運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
出
会
い
探
し
﹇
奈
良 2016: 116 ‒

157

﹈
な
ど
を
観
察
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

四
　
家
族
制
度
と
そ
の
予
期
構
造

　
家
族
制
度
と
は
、「
あ
る
時
代
の
あ
る
社
会
に
お
け
る
出
来
事

が
、
家
族
や
そ
れ
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
機
能
分
化
を
遂
げ
る
な

か
で
、
慣
行
や
法
的
制
度
な
ど
の
規
範
を
通
じ
て
形
式
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
」。
こ
う
し
た
家
族
制
度
は
「
社
会
や
意
識
や
身
体
に
対

す
る
総
体
的
な
作
用
」
を
も
つ
﹇
首
藤 2019b: 455

﹈。
家
族
に
か

か
わ
る
出
来
事
が
固
有
の
機
能
を
果
た
し
、
加
え
て
、
他
の
出
来
事

か
ら
自
律
的
に
家
族
に
か
か
わ
る
出
来
事
を
産
出
し
続
け
る
と
い
う

こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
家
族
制
度
は
、
機
能
分
化
し
た
ひ
と
つ
の

社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
規
範
を
形
成
し
構
造
と
し
て
用
い
る
こ

と
で
、
特
定
の
問
題
を
解
決
す
る
」﹇Luhm

ann 2008: 27 ‒
28 =2015: 2 3

﹈
能
力
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、
結
婚

と
い
う
家
族
に
か
か
わ
る
出
来
事
も
、
環
境
か
ら
の
刺
激
を
受
け
て

変
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
家
族
制
度
は
規
範
を
形
成
し
形
式

化
（
一
般
化
）
す
る
こ
と
で
、
結
婚
や
そ
れ
に
か
か
わ
る
出
来
事
を

自
ら
産
出
し
続
け
る
能
力
を
も
つ
。

　
こ
こ
で
は
や
は
り
ル
ー
マ
ン
の
構
成
主
義
的
認
識
論
を
参
照
し
な

が
ら
、
家
族
制
度
が
拠
っ
て
立
つ
規
範
が
ど
う
説
明
で
き
る
の
か
を

み
て
お
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
回
族
の
結
婚
に
関
す
る
さ
ら
な
る

分
析
焦
点
を
家
族
制
度
と
の
関
連
か
ら
示
し
て
み
た
い
。

　
ル
ー
マ
ン
は
、
人
間
の
意
識
の
注
意
範
囲
（
知
覚
と
情
報
処
理
の
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た
め
の
潜
在
能
力
）
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
体
験
と
行
為
を
十
分
に

調
整
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
意
識
の
な
か
で
生
じ

る
出
来
事
（
感
情
や
思
考
な
ど
）
は
瞬
間
的
で
不
安
定
で
あ
り
、
意

識
に
頼
っ
た
社
会
的
一
致
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

も
し
、
体
験
と
行
為
の
合
致
を
、
信
頼
の
で
き
る
蓋
然
性
の
高
い
も

の
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
都
度
、
個
人
の
体
験
の
予
期
地

平
が
付
加
さ
れ
て
、
行
動
が
予
期
を
介
し
て
調
整
さ
れ
、
安
定
化
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
相
互
に
一
致
し
う
る
行
為

の
数
、
す
な
わ
ち
選
択
可
能
な
行
為
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
相
当
数
用

意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹇Luhm

ann 2008: 28 =2015: 2 4

﹈。

　
個
人
の
体
験
は
、
他
の
諸
可
能
性
に
対
す
る
参
照
へ
複
雑
か
つ
偶

発
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
複
雑
で
あ
る
の
は
、
現
実
化
さ
れ
る
以
上

の
諸
可
能
性
が
常
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
偶
発
的
で
あ
る

の
は
、
一
方
で
体
験
の
他
の
可
能
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
、
他
方
で
ひ

と
つ
の
挙
示
さ
れ
た
体
験
が
生
じ
る
と
の
予
期
が
欺
か
れ
る
可
能
性

を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
複
雑
性
と
偶
発
性
は
、
換
言
す
れ
ば
、

予
期
が
も
た
ら
す
過
剰
要
求
と
リ
ス
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
高
度

な
選
択
性
を
保
つ
た
め
に
も
、
複
雑
性
と
偶
発
性
を
除
去
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
行
動
に
と
っ
て
耐
え
う
る
負
荷
に
ま
で
変
形

す
る
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
リ
ス
ク
は
、
体
験
の
予
期
そ
の
も
の
の

う
ち
に
溶
か
し
込
ん
で
し
ま
う
。
つ
ま
り
、「
こ
れ
ま
で
は
常
に
そ

う
だ
っ
た
」
と
い
う
想
起
に
よ
っ
て
予
期
を
確
証
す
る
こ
と
、
ま

た
、
こ
の
予
期
と
機
能
的
に
等
価
で
あ
る
当
為
の
相
で
、
す
な
わ
ち

「
こ
の
予
期
は
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
予
期
を
当
為

と
象
徴
化
（
結
合
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
想
起
に
よ
る

予
期
の
確
証
と
、
当
為
に
よ
る
予
期
と
現
実
の
象
徴
化
（
結
合
）
と

し
て
受
け
取
ら
れ
た
も
の
に
よ
り
、
諸
可
能
性
の
氾
濫
の
な
か
に
一

つ
の
選
択
的
構
造
が
据
え
ら
れ
る
。
個
人
が
想
起
に
よ
っ
て
予
期
を

確
証
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
確
か
さ
の
先
行
条
件
と
な
り
、
予
期

が
実
際
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
確
か
さ
よ
り
も
重
要
に
な
る
。
自
分

が
何
を
予
期
し
う
る
の
か
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
予
期
が
実
現
さ

れ
る
か
否
か
に
関
す
る
不
確
実
性
に
、
相
当
程
度
耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
﹇Luhm

ann 2008: 28 ‒29 =2015: 2 5

﹈。

　
こ
う
し
た
人
間
の
体
験
を
特
徴
づ
け
る
複
雑
性
と
偶
発
性
は
、
行

動
の
一
般
的
な
問
題
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
か
ら
は
、
体
験

を
処
理
し
、
自
身
を
動
機
づ
け
、
情
報
処
理
し
、
学
習
し
た
り
（
し

な
か
っ
た
り
）
す
る
た
め
の
独
特
の
構
造
が
発
展
し
て
い
く
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
⑴
「
予
期
の
再
帰
化
」（
他
者
の
予
期
を
共
に
予

期
す
る
こ
と
）
を
通
じ
て
多
数
の
行
動
の
選
択
肢
が
確
保
さ
れ
る
と

と
も
に
、
こ
の
選
択
肢
の
動
機
づ
け
を
通
し
て
合
意
に
要
す
る
時
間

が
節
約
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
合
意
の
力
を
持
つ
規
則
や
シ
ン
ボ
ル

を
抽
出
し
て
行
動
予
見
が
可
能
に
な
り
、
規
則
や
シ
ン
ボ
ル
の
学
習

に
よ
り
状
況
に
応
じ
た
予
期
の
形
成
が
可
能
に
な
る
。
⑵
こ
う
し
た

予
期
構
造
の
統
一
的
統
合
（
他
の
人
間
を
誤
っ
て
解
釈
す
る
と
い
う

リ
ス
ク
の
吸
収
＝
双
方
に
よ
る
適
切
な
予
期
）
は
、
脱
人
称
化
さ
れ

た
、
当
為
の
形
式
で
設
定
さ
れ
た
規
則
（
象
徴
的
な
略
語
に
よ
る
定
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位
）
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、
他
者
の
予
期
の
「
共
予
期
」
に
至
る
。

こ
こ
で
予
期
の
確
実
性
が
保
証
さ
れ
、
人
び
と
は
適
応
を
自
身
の
状

態
へ
の
反
応
と
し
て
捉
え
、
容
易
か
つ
速
や
か
に
実
行
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
⑶
一
方
、
体
験
の
予
期
が
外
れ
る
実
際
の
出
来
事
に
対
し

て
は
、
自
身
に
対
す
る
相
手
の
予
期
を
学
ぶ
／
学
ば
な
い
、
あ
る
い

は
相
手
に
対
す
る
自
身
の
予
期
を
変
更
す
る
／
変
更
し
な
い
こ
と
を

通
じ
て
処
理
で
き
る
﹇Luhm

ann 2008: 30 ‒36 =2015: 27 ‒31

﹈。

　
ル
ー
マ
ン
は
、
学
ぶ
用
意
の
あ
る
予
期
を
「
認
知
的
予
期
」、
学

ぶ
つ
も
り
の
な
い
予
期
を
「
規
範
的
予
期
」
と
呼
ぶ
。
学
ぶ
か
学
ば

な
い
か
（
学
習
を
通
じ
て
予
期
そ
の
も
の
を
修
正
す
る
か
否
か
）
の

決
定
は
、
生
じ
う
る
予
期
外
れ
と
の
関
連
で
「
先
取
り
」
さ
れ
、
予

期
が
外
れ
た
場
合
に
も
、
た
だ
ち
に
有
意
味
な
行
為
を
お
こ
な
え
る

よ
う
準
備
す
る
。
な
か
で
も
規
範
的
予
期
は
、
自
ら
は
学
ば
ず
、
変

更
し
な
い
が
、
自
身
の
予
期
は
相
手
に
予
期
さ
れ
学
ば
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
の
権
利
を
通
し
て
自
身
を
動
機
づ
け
根
拠
づ
け
る
。
こ
の
権

利
は
、
予
期
外
れ
を
予
期
と
は
関
係
の
な
い
出
来
事
と
し
て
「
説
明

す
る
こ
と
」、
あ
る
い
は
、
傷
つ
け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
期

そ
の
も
の
の
保
持
を
表
現
す
る
「
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
。
予
期
の
持
続
は
、
予
期
に
従
わ
せ
る
こ
と
よ
り
も
重
要
な

こ
と
と
さ
れ
る
﹇Luhm

ann 2008: 36 ‒43 =2015: 32 ‒38

﹈。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
日
常
の
行
動
を
調
整
す
る
規
範
的
予
期
の

十
分
な
多
様
性
は
、
む
し
ろ
、
社
会
を
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、
規

範
化
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
や
、
二
重
の
予
期
外
れ
と
い
う
社
会
統
合
の

問
題
を
生
み
出
す
。
確
か
に
規
範
性
は
、
社
会
統
合
に
お
い
て
、
予

期
の
時
間
次
元
（
こ
れ
ま
で
／
こ
れ
か
ら
）
で
の
「
持
続
」
に
は
役

立
つ
が
、
社
会
的
次
元
（
自
己
／
他
者
）
で
の
「
合
意
」
に
は
役
立

た
な
い
。
そ
こ
で
ル
ー
マ
ン
は
、
社
会
的
次
元
で
の
合
意
に
寄
与
す

る
予
期
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
新
た
に
「
制
度
化
」（
行
動
予
見
の
安

定
化
）
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
考
察
し
、
こ
の
議
論
か

ら
、
制
度
化
が
合
意
の
倹
約
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
す

な
わ
ち
合
意
は
、
体
験
の
予
期
の
な
か
で
先
取
り
さ
れ
て
想
定
に

よ
っ
て
働
く
こ
と
で
、
具
体
的
に
問
い
た
だ
さ
れ
る
手
間
を
か
け
ず

に
達
成
さ
れ
る
。
制
度
化
は
、
特
定
の
テ
ー
マ
の
選
択
と
有
意
味
に

行
為
し
う
る
た
め
の
状
況
の
定
義
と
を
前
提
と
し
、
関
与
者
の
役
割

が
代
替
選
択
肢
の
不
在
（
自
分
自
身
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
自
明

性
）
の
下
に
あ
て
が
わ
れ
、
行
動
負
荷
の
軽
減
と
リ
ス
ク
回
避
が
動

機
づ
け
ら
れ
る
な
か
で
生
じ
る
﹇Luhm

ann 2008: 43 ‒46 =2015: 
39 ‒43

﹈。

　
制
度
化
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
体
験
の
予
期
が
規
範

的
か
認
知
的
か
の
選
択
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
②
行
動
の
代
替
選

択
肢
を
伴
わ
な
い
（
選
択
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
）
自
明
性
に
依
拠
す
る
こ
と
、
③
予
期
外
れ
の
事
例
に
対
し
て

用
意
が
な
く
（
逸
脱
と
い
う
意
味
に
お
い
て
認
識
さ
れ
ず
、
し
た

が
っ
て
逸
脱
の
特
化
や
分
類
化
は
な
さ
れ
な
い
）、
逸
脱
者
は
特
別

な
逸
脱
役
割
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
逸
脱
行
動
に
対
す
る
予
見
が

安
定
化
す
る
こ
と
、
④
制
度
化
に
よ
る
社
会
的
次
元
の
合
意
は
、
複
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雑
な
社
会
で
は
小
さ
な
社
会
シ
ス
テ
ム
に
限
ら
れ
る
た
め
、
よ
り
高

度
の
リ
ス
ク
に
も
適
応
し
、
広
く
社
会
的
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
は
そ
れ
自
身
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
言
語
的
に
表
現
さ
れ
た
特
殊
な

規
範
的
予
期
（
法
）
に
も
適
用
し
て
い
く
﹇Luhm

ann 2008: 46 ‒
55 =2015: 43 ‒52

﹈。

　
以
上
の
よ
う
な
体
験
の
予
期
構
造
と
行
動
予
見
の
安
定
化
に
関
す

る
視
点
か
ら
、
回
族
の
家
族
制
度
を
み
て
み
る
と
、
埋
葬
や
葬
礼
な

ど
死
に
関
連
し
た
家
族
制
度
で
は
、
選
択
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
す
る

有
意
味
行
為
の
た
め
の
状
況
定
義
を
前
提
に
関
与
者
の
役
割
が
自
明

性
の
下
に
置
か
れ
（
す
な
わ
ち
、
社
会
的
次
元
の
合
意
が
前
提
と
さ

れ
）、
逸
脱
が
ま
さ
し
く
逸
脱
と
い
う
意
味
に
お
い
て
認
識
さ
れ
な

い
（
逸
脱
者
は
自
由
意
志
に
よ
る
判
断
能
力
を
も
た
な
い
者
と
し
て

ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
れ
、
有
意
味
な
行
為
連
関
か
ら
除
外
さ
れ
て
固
定
化

さ
れ
る
）
な
か
で
、
人
び
と
の
行
動
が
調
整
さ
れ
安
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ル
ー
マ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
で
の
制
度
化
の
意
味
に
近
い
。
た

と
え
ば
、
筆
者
の
雲
南
省
保
山
市
の
回
族
調
査
で
も
、
埋
葬
に
関
す

る
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
が
、
こ
う
し
た
ム
ス
リ
ム
同
胞
や
家
族

親
族
の
死
お
よ
び
死
生
観
に
関
連
し
た
行
動
は
ど
っ
し
り
と
安
定
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
時
代
、
宗
教
、
民
族
に
よ
り
死
生
観
は
異
な
り
、
埋
葬
と
葬
礼

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
死
は
人
生
に
お
い
て
も
っ
と
も
厳
粛
で

も
っ
と
も
大
き
な
問
題
だ
。
何
人
も
い
ず
れ
必
ず
死
を
迎
え
る

が
、
現
代
人
は
明
ら
か
に
生
を
重
視
し
て
お
り
、
一
方
の
死
に
つ

い
て
は
粗
略
に
扱
う
。
死
に
対
す
る
無
理
解
、
心
配
、
焦
慮
、
恐

怖
な
ど
は
現
代
人
の
一
般
的
な
心
理
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
回
族
ム

ス
リ
ム
は
、
自
ら
の
宗
教
信
仰
に
基
づ
く
死
生
観
を
通
じ
て
、
こ

う
し
た
恐
怖
や
焦
慮
を
ゆ
っ
く
り
と
解
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
死

に
対
し
て
、
平
然
と
恐
れ
る
こ
と
な
く
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
臨
終
で
は
、
回
族
ム
ス
リ
ム
は
飾
り
気
の
な
い
自
然
な

品
性
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
。

　
　
回
族
ム
ス
リ
ム
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
し
「
土
葬
」
を
お
こ
な

う
。
同
時
に
「
薄
葬
」
で
「
速
葬
」
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す

る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
こ
と
が
ム
ス
リ
ム
の
葬
礼
に
お
け
る
顕
著
な

特
徴
で
あ
る
。

　
　
薄
葬
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ム
ス
リ
ム
に
与
え
た
人
生
の
信
条
と

し
て
、
帰
真
（
死
）
を
も
っ
て
天
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
を
体

現
し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
は
生
死
を
定
め
と
捉
え
、
母
の
胎
内
よ

り
生
ま
れ
て
か
ら
、
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
墓
へ
と

歩
ん
で
い
く
。
死
に
よ
っ
て
肉
体
は
消
失
す
る
が
、
魯ル

フ哈
（
霊

魂
）
は
解
脱
し
て
昇
華
し
、
本
源
に
返
っ
て
本
来
の
姿
で
復
命
す

る
始
ま
り
と
な
る
。
回
族
ム
ス
リ
ム
は
、
死
に
よ
っ
て
“
帰
る
”

の
で
あ
っ
て
、
臨
終
に
際
し
て
欣
然
と
し
て
恨
み
も
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
イ
ス
ラ
ー
ム
の
葬
礼
と
埋
葬
に
は
質
素
倹
約
の
原
則
が
あ

る
。
世
間
の
風
習
に
あ
る
よ
う
な
、
大
勢
の
人
び
と
で
大
げ
さ
に

葬
儀
が
お
こ
な
わ
れ
、
人
び
と
に
苦
労
と
浪
費
を
も
た
ら
す
よ
う
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な
や
り
方
に
は
反
対
す
る
。
た
と
え
民
の
上
に
立
つ
王
侯
貴
族
で

あ
っ
て
も
、
田
畑
を
耕
す
百
姓
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
赤
貧
の

物
乞
い
で
あ
っ
て
も
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
れ
ば
埋
葬
の
際
は
一
視
同

仁
で
あ
り
、
同
様
の
白
布
を
身
に
纏
っ
て
、
同
じ
大
き
さ
の
墓
穴

に
埋
葬
さ
れ
る
。
生
ま
れ
て
持
っ
て
く
る
も
の
は
な
く
、
亡
く

な
っ
て
持
っ
て
い
く
も
の
も
な
い
。

　
　
土
葬
で
は
、
棺
を
用
い
ず
、
遺
体
は
直
接
土
に
触
れ
る
形
で
埋

葬
す
る
。
明
末
の
ム
ス
リ
ム
学
者
王
岱
輿
は
、
棺
を
用
い
な
い
理

由
を
ふ
た
つ
あ
げ
て
い
る
。
自
然
と
清
浄
で
あ
る
。
ひ
と
の
本
来

は
土
で
あ
り
、
本
源
に
返
っ
て
土
に
復
帰
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ

る
。
ま
た
、
ひ
と
の
血
肉
が
埋
葬
さ
れ
て
土
に
成
る
こ
と
は
清
浄

で
あ
る
。
清
初
の
ム
ス
リ
ム
学
者
劉
智
は
、
土
葬
の
長
所
を
三
つ

あ
げ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
土
の
性
質
が
長
き
に
わ
た
っ
て
変
わ
ら

な
い
こ
と
、
第
二
に
、
墓
穴
は
深
く
堅
固
な
の
で
地
震
や
墓
泥
棒

の
心
配
が
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
土
は
腐
敗
し
て
い
く
遺
体
の
穢

れ
を
清
め
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
科
学
の
観
点
か
ら
み
て

も
土
葬
は
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
創
世
説
で

は
、
ア
ッ
ラ
ー
は
泥
を
用
い
て
人
類
の
始
祖
ア
ダ
ム
を
創
り
、
ア

ダ
ム
の
左
の
肋
骨
か
ら
妻
の
イ
ブ
を
創
っ
た
。
ア
ダ
ム
と
は
ヘ
ブ

ラ
イ
語
で
泥
か
ら
造
ら
れ
た
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

故
人
を
弔
う
時
、
あ
な
た
は
土
か
ら
や
っ
て
来
て
、
ま
た
土
に

帰
っ
て
い
く
と
い
っ
て
慰
め
る
。

　
　
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
死
は
天
命
と
考
え
る
の
で
、
速
葬
が
求
め

ら
れ
る
。
遺
体
を
長
く
置
く
こ
と
は
せ
ず
、
葬
礼
の
日
時
や
風
水

を
問
う
こ
と
も
せ
ず
、
一
般
的
に
は
亡
く
な
っ
て
三
日
以
内
に
土

葬
を
お
こ
な
う
。
亡
き
人
を
土
に
埋
葬
す
る
の
は
黄
金
に
葬
る
よ

う
な
も
の
だ
と
い
っ
た
り
す
る
が
、
こ
れ
は
故
人
へ
の
尊
重
を
表

す
と
と
も
に
、
土
葬
を
も
っ
て
故
人
に
平
安
が
訪
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
航
海
上
の
帰
真
で
は
、
水
葬
の
規
定
に
則
っ
て
、

や
は
り
速
葬
す
る
。
ま
た
、
戦
争
や
正
義
の
た
め
の
帰
真
で
は
、

通
常
の
葬
礼
で
求
め
ら
れ
る
手
順
を
省
略
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
る
。
遺
体
を
洗
い
、
白
衣
の
装
束
で
身
を
纏
う
こ
と
は
お
こ
な

わ
ず
、
も
と
の
血
衣
を
身
に
つ
け
た
ま
ま
で
速
葬
が
お
こ
な
わ
れ

る
。
速
葬
の
習
俗
で
は
、
労
力
や
物
資
の
節
約
に
努
め
ら
れ
、

ま
た
遺
体
が
長
く
置
か
れ
る
こ
と
で
変
質
し
て
し
ま
う
こ
と
を
避

け
る
。

　
　
回
族
の
特
色
あ
る
葬
礼
習
俗
は
、
現
世
と
来
世
の
慶
吉
に
基
づ

く
ム
ス
リ
ム
の
積
極
的
な
人
生
観
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
で
は
、
人
類
の
生
命
は
死
を
も
っ
て
終
結
す
る
と
は
考
え

ず
、
死
は
今
生
の
生
活
の
終
わ
り
を
告
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の

後
に
ま
た
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
来
世
の
生
活
が
あ
る
と
考

え
る
。
今
生
の
生
活
は
、
来
世
の
生
活
に
向
け
て
必
ず
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
来
世
の
生
活
こ
そ
が
、
人
類
に

と
っ
て
の
必
然
の
帰
結
で
あ
り
、
今
生
に
お
い
て
追
求
す
べ
き
目

標
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
私
た
ち
は
、
現
世
の
生
活
に
お
い
て
努
力

奮
闘
し
、
進
取
の
気
概
を
も
っ
て
積
極
的
に
物
質
お
よ
び
精
神
の
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財
産
を
創
造
し
、
安
定
し
た
平
和
な
生
活
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
世
の
生
活
は
来
世
の
生
活
の
基
礎
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
さ
に
聖
訓
で
も
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
世
は
来
世
の

た
め
の
栽
培
の
場
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
出

家
、
禁
欲
、
苦
行
に
反
対
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
現
世
の
生
活
に

対
し
て
積
極
的
な
進
取
の
気
概
を
堅
持
し
、
人
び
と
が
そ
れ
ぞ
れ

正
当
な
欲
望
を
満
た
す
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
た
だ
し
同
時
に
イ

ス
ラ
ー
ム
は
、
現
世
の
生
活
は
短
く
慌
た
だ
し
い
も
の
と
捉
え
て

お
り
、
来
世
の
生
活
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
素
晴
ら
し
さ
に
満
ち

た
永
遠
の
生
活
、
人
類
の
最
終
的
な
帰
結
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
現
世
の
生
活
に
恋
々
と
し
て
享
楽
に
耽
る
こ
と
に

反
対
す
る
と
と
も
に
、
来
世
を
待
ち
焦
が
れ
た
り
、
現
世
の
苦

難
、
失
敗
、
挫
折
な
ど
で
意
気
消
沈
し
て
堕
落
し
、
甚
だ
し
く
は

自
ら
の
生
を
軽
ん
じ
て
自
死
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を
戒
め

る
。
生
死
や
苦
楽
は
た
だ
主
の
命
、
ア
ッ
ラ
ー
の
思
し
召
し
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
人
び
と
に
、
敬
虔
で
、
忍
耐
強
く
、
犠
牲
を
厭

わ
ず
献
身
す
る
態
度
で
現
実
に
接
す
る
こ
と
を
励
ま
す
。
回
族
ム

ス
リ
ム
は
現
世
と
来
世
の
“
両
世
論
”
に
基
づ
い
て
認
識
し
、
イ

ス
ラ
ー
ム
の
葬
礼
の
原
則
を
順
守
し
、
自
ら
の
信
心
を
揺
る
ぎ
な

い
も
の
に
し
て
い
く
。（
二
〇
一
七
年
八
月
二
二
日
、
雲
南
省
保

山
市
で
の
回
族
Ｄ
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
）﹇
首
藤 2020: 

145 ‒149

﹈

　
一
方
、
結
婚
に
か
か
わ
る
回
族
の
家
族
制
度
で
は
、
ル
ー
マ
ン
の

制
度
化
が
い
う
よ
う
な
、
合
意
を
前
提
と
し
た
予
期
構
造
と
行
動
予

見
の
安
定
化
は
観
察
で
き
な
い
。
現
在
で
は
、
結
婚
に
か
か
わ
る
予

期
構
造
は
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
か

つ
、
予
期
構
造
に
お
い
て
も
、
規
範
的
予
期
か
ら
認
知
的
予
期
へ
の

変
容
を
経
験
し
て
お
り
、
人
び
と
の
行
動
は
諸
可
能
性
の
氾
濫
に
晒

さ
れ
て
い
る
。
人
び
と
は
、
認
知
的
予
期
を
徹
底
化
さ
せ
、
実
際
の

出
来
事
か
ら
学
び
つ
つ
予
期
構
造
そ
の
も
の
の
変
更
を
繰
り
返
す
な

か
で
、
配
偶
者
選
択
や
そ
の
後
の
結
婚
生
活
の
持
続
を
図
っ
て
い

る
。
ま
さ
し
く
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
」
と
「
イ
ン
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
関
係
の
増
大
」
を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
認
知
的
予
期
だ
が
、
そ
れ
が
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
典

型
的
な
の
は
科
学
で
あ
る
（
一
方
、
規
範
的
予
期
が
制
度
化
さ
れ
た

も
の
と
し
て
典
型
的
な
の
は
先
述
の
よ
う
に
法
で
あ
る
）。
科
学
で

は
、「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
し
て
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
尊
ば

れ
、
こ
う
し
た
営
み
か
ら
科
学
知
（
予
期
構
造
）
を
更
新
し
て
い
く

（
逆
に
、
科
学
の
領
域
に
お
い
て
失
敗
か
ら
学
ば
な
い
者
は
、
自
由

意
志
が
欠
落
し
、
能
力
を
持
た
な
い
者
と
し
て
、
科
学
の
有
意
味
な

行
為
連
関
か
ら
除
外
さ
れ
る
）。「
無
知
の
知
」
が
科
学
の
発
展
の
原

動
力
で
あ
る
﹇Luhm

ann 2008: 38 =2015: 3 4

﹈。
他
方
、
配
偶
者

選
び
に
お
い
て
、
科
学
の
領
域
と
同
様
、
失
敗
か
ら
学
ん
だ
り
、
無

知
を
自
覚
し
続
け
た
り
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
個
人
に
対
す
る
過
剰
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要
求
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
結
婚
に
か
か
わ
る
予
期
を
変
更
す
る
と
い

う
選
択
自
体
が
、
新
た
な
リ
ス
ク
を
さ
ら
に
複
雑
な
形
で
生
み
だ
す

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　
筆
者
が
寧
夏
回
族
自
治
区
銀
川
市
永
寧
県
納
家
戸
清
真
寺
で
お
こ

な
っ
た
現
地
調
査
で
は
、
偶
然
に
も
、
日
本
の
と
あ
る
大
学
院
に
留

学
す
る
娘
を
も
つ
父
親
と
遭
遇
し
、「
娘
は
留
学
中
に
電
車
の
な
か

で
知
り
合
っ
た
行
き
ず
り
の
男
性
と
深
い
仲
に
な
り
、
子
ど
も
が
で

き
て
結
婚
し
た
」
と
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
、「
娘

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
す
る
父
親
を
み
て
、
回
族
で
も
「
さ

ず
か
り
婚
」
が
あ
る
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
た
の
だ
が
、
す
ぐ

さ
ま
筆
者
自
身
が
誤
解
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
す
な
わ
ち

父
親
は
、「
娘
が
結
婚
し
た
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
反
対
し
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
日
本
は
火
葬
で
し
ょ
う
？
　
娘
が
日
本
で
亡
く

な
っ
た
ら
、
や
は
り
火
葬
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
尋
ね
て
き

た
の
で
あ
る
（
二
〇
一
一
年
九
月
八
日
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
）。

　
こ
の
簡
潔
な
事
例
に
関
し
て
い
え
ば
、
回
族
の
家
族
制
度
に
お
い

て
、
葬
礼
と
い
っ
た
死
に
か
か
わ
る
出
来
事
は
ま
さ
し
く
イ
ス
ラ
ー

ム
の
制
度
と
し
て
強
固
に
持
続
し
て
お
り
、
規
範
的
予
期
が
制
度
化

さ
れ
て
時
間
次
元
お
よ
び
社
会
的
次
元
で
の
行
動
予
見
を
高
度
な
レ

ベ
ル
で
安
定
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
結
婚
に
対
す
る

規
範
的
予
期
は
も
は
や
実
際
の
行
動
を
整
序
化
す
る
だ
け
の
機
能
を

十
分
に
有
し
て
い
な
い
。
行
き
ず
り
の
男
性
と
知
り
合
い
、
子
ど
も

が
で
き
て
結
婚
し
た
と
し
て
も
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
持
続
を

図
る
だ
け
の
規
範
的
予
期
構
造
が
あ
る
の
か
さ
え
覚
束
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。

　
ム
ス
リ
ム
の
あ
い
だ
で
は
、「
墓
地
に
行
け
る
の
は
男
性
だ
け
だ

か
ら
、
少
な
く
と
も
一
人
は
息
子
を
持
つ
べ
き
と
よ
く
い
わ
れ
る
」

﹇
藤
山 2012: 111

﹈。
筆
者
自
身
も
回
族
と
の
会
話
で
よ
く
耳
に
し

た
こ
と
ば
で
あ
る
。
た
と
え
ば
葬
礼
で
は
、
男
性
は
参
列
し
て
式
を

進
め
、
女
性
は
葬
式
に
参
加
せ
ず
遺
族
の
家
を
弔
問
し
て
お
悔
や
み

を
い
い
、
モ
ス
ク
や
墓
地
に
行
か
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
の
回
族
で
は
、
葬
礼
と
結
び
つ
い
た
息
子
の
必
要

性
は
、
も
は
や
結
婚
を
促
し
、
子
を
も
う
け
る
こ
と
へ
の
動
機
づ
け

と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
未
婚
者
に
対
し
て
、
結
婚
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
義
務
で
あ
る
こ
と

を
抗
事
実
的
に
説
明
す
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
を
行
使
す
る
こ
と
が
、
結
婚
に
か
か
わ
る
規
範
的
予
期
の
持

続
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。
む
し
ろ
個

人
に
と
っ
て
結
婚
は
、
現
実
の
出
来
事
に
対
す
る
学
習
を
通
じ
て
、

し
か
る
べ
き
選
択
が
強
要
さ
れ
る
過
剰
要
求
の
な
か
に
あ
る
。

　
他
か
ら
分
離
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
以
上
に
分
割
で
き
な
い
個
人
と
し

て
構
成
さ
れ
た
人
間
は
、
そ
の
観
察
、
記
述
、
決
定
に
お
け
る
個
性

を
尊
重
す
る
こ
と
が
自
他
と
も
に
要
求
さ
れ
る
が
、
他
方
で
そ
う
し

た
個
人
は
、
自
ら
を
承
認
し
支
持
す
る
組
織
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
求
め

て
も
い
る
。
実
際
、
今
日
の
回
族
社
会
に
お
い
て
も
、
宗
教
は
個
人
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に
対
す
る
組
織
的
サ
ポ
ー
ト
を
宗
教
的
に
有
意
味
な
か
た
ち
で
お
こ

な
え
る
か
ど
う
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
個
人
へ
の
組
織
的
サ
ポ
ー

ト
で
い
え
ば
、
個
人
へ
の
動
機
づ
け
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
改
革
開

放
前
の
中
国
で
は
、
良
く
も
悪
く
も
政
治
が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
と

い
え
よ
う
。
現
在
で
は
、
政
治
に
代
わ
っ
て
経
済
が
そ
う
し
た
役
割

を
担
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
他
方
、

家
族
制
度
や
そ
の
予
期
構
造
に
つ
い
て
い
え
ば
、
改
革
開
放
の
前
後

を
通
じ
て
変
容
を
経
験
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
は
い
え
、
個
人
に

対
し
て
組
織
的
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
能
力
は
、
完
全
に
失
わ
れ
て

は
い
な
い
。

　
結
婚
あ
る
い
は
非
婚
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
格
差
、
貧
困
な

ど
か
ら
説
明
す
る
研
究
は
数
多
存
在
す
る
。
そ
の
際
、
家
族
制
度
や

家
族
規
範
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
が
、
十
分
な
議
論
も
経
ず
に
前

提
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
答
え
が
先
に
用
意
さ
れ
た
問

い
か
け
を
し
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
種
類
の
研
究
か
ら
は
、
結
婚

と
家
族
制
度
に
つ
い
て
の
議
論
が
深
ま
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待

で
き
な
い
。

　
制
度
や
規
範
と
い
う
も
の
が
、
方
法
論
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
結
婚
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
説
明
力
を
持
た

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
回
族
の
結
婚
を
実
証
的
に
論
じ
る
前
に

（
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
、
裏
付
け
や
批
判
も
な
く
、
そ
の

ま
ま
記
述
し
て
主
張
し
て
し
ま
う
前
に
）、
ま
ず
は
制
度
や
規
範
と

い
っ
た
社
会
科
学
の
代
表
的
か
つ
基
本
的
な
概
念
や
命
題
に
つ
い

て
、
理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

五
　
結
婚
研
究
に
お
い
て
も
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と 

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

　
結
婚
と
は
、
社
会
に
と
っ
て
も
、
人
間
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
身

近
で
一
次
的
な
社
会
的
構
成
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
言
及
的
＝

自
己
準
拠
的
な
性
質
を
き
わ
め
て
強
く
反
映
し
た
社
会
的
構
成
物
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
回
族
の
結
婚
と
は
何
で
あ
る
か
と

い
う
問
い
か
け
に
よ
り
、
結
婚
そ
の
も
の
を
実
体
化
し
て
し
ま
う
よ

う
な
主
体
客
体
理
論
に
は
与
せ
ず
、
む
し
ろ
差
異
理
論
や
自
己
再
帰

性
の
方
法
論
的
自
覚
に
基
づ
き
、
回
族
の
結
婚
と
は
ど
の
よ
う
に
説

明
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
を
徹
底
し
た
。
そ
の
う
え
で
回
族

の
結
婚
に
対
す
る
新
た
な
問
題
の
所
在
を
示
そ
う
と
し
た
。
こ
う
し

た
作
業
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
何
も
回
族
の
結
婚
に
対
す
る
分
析

だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
脈
を
超
え
て
、
そ
の

ほ
か
の
地
域
や
時
代
の
結
婚
分
析
に
対
し
て
も
適
用
が
可
能
で

あ
る
。

　
本
稿
で
試
み
て
い
る
よ
う
な
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
地
域
研
究
）
と

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
（
本
稿
で
は
構
成
主
義
的
認
識
論
に
基
づ
く
社
会
シ

ス
テ
ム
理
論
を
採
用
し
た
）
の
意
識
的
な
連
携
は
、
巷
で
あ
ふ
れ
る

チ
ャ
イ
ナ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
の
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
や
意
識



60

（
心
）
に
対
し
て
、
偏
っ
た
刺
激
を
与
え
続
け
る
チ
ャ
イ
ナ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
も
の
は
、
確
か
に
国
民
と
い
う
集
合
的
な
意
識
に
訴
え
や
す

く
、
そ
れ
ゆ
え
商
業
的
な
成
功
も
収
め
や
す
い
の
だ
ろ
う
が
、
明
確

な
方
法
論
を
も
た
ず
、
著
者
自
身
の
立
ち
位
置
が
絶
え
ず
隠
蔽
化
さ

れ
る
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
る
、
中
国
描
写
に
対
す
る
そ
の
著
者
自
身

の
正
当
性
の
主
張
は
、
社
会
の
内
に
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
社
会
の
外

か
ら
批
判
す
る
よ
う
な
欺
瞞
に
満
ち
て
い
る
。

　
今
回
の
中
国
家
族
研
究
の
特
集
に
際
し
て
も
、
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

（
地
域
研
究
）
に
お
い
て
、
な
に
ゆ
え
学
問
的
な
方
法
論
（
デ
ィ
シ

プ
リ
ン
）
が
大
切
な
の
か
を
、
改
め
て
主
張
し
て
お
き
た
い
。

注〈
1
〉 

内
閣
府
『
令
和
元
年
版 

少
子
化
社
会
対
策
白
書
』
の
「
婚

姻
・
出
産
の
状
況
」（
一
三

－
一
八
頁
）
を
参
照
。（https://www8.

cao.go.jp/shoushi/shoushika/w
hitepaper/m

easures/w
2019/

r01pdfhonpen/pdf/s1-3.pdf 

最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
二
〇
年
九
月
二

六
日
）。

〈
2
〉 

国
家
に
よ
る
人
口
管
理
の
視
点
を
反
映
し
て
、
五
〇
歳
時
の
未

婚
割
合
は
「
生
涯
未
婚
率
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
五
〜
六
四

歳
人
口
を
「
生
産
年
齢
人
口
」
と
呼
び
、
そ
の
ほ
か
の
年
齢
層
を

「
従
属
年
齢
人
口
」
と
呼
ぶ
習
わ
し
と
発
想
を
一
に
し
て
い
る
。

〈
3
〉 

一
般
的
に
「
孝
」
は
、「
人
道
五
倫
」（
君
臣
の
義
、父
子
の
親
、

夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
）
の
倫
理
規
範
に
お
い
て
、
儒

家
思
想
が
も
っ
と
も
重
き
を
置
く
徳
目
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
伝
統
的
に
漢
族
家
族
制
度
の
根
幹
に
あ
っ
た
「
男
子
均
分
相

続
」
は
、
こ
の
「
孝
」
に
即
し
て
制
度
化
さ
れ
た
と
い
う
理
解
が
な

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
一
般
的
な
見
方
に
異
を
唱
え
る

ユ
ニ
ー
ク
な
知
見
を
持
っ
た
社
会
学
者
が
い
た
。
牧
野
巽
で
あ
る
。

 

　
牧
野
は
、『
史
記
』「
商
君
列
伝
」
や
『
漢
書
』「
賈
誼
伝
」
な
ど

を
通
じ
て
、
商
鞅
（
前
三
三
八
年
没
）
の
家
族
立
法
を
分
析
し
た
。

『
史
記
』
と
は
、
前
漢
の
司
馬
遷
が
著
し
、
紀
元
前
九
一
年
頃
に
完

成
、
黄
帝
か
ら
前
漢
の
武
帝
ま
で
を
紀
伝
体
で
著
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
『
漢
書
』
と
は
、
後
漢
の
班
固
の
撰
に
よ
り
、
八
二
年
頃

に
成
立
、
前
漢
の
歴
史
を
紀
伝
体
で
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
牧
野

は
、『
史
記
』
と
『
漢
書
』
が
そ
れ
ぞ
れ
、「
商
鞅
の
変
法
」
に
対
し

て
相
反
す
る
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
両

者
の
評
価
を
突
き
合
わ
せ
る
な
か
で
、
漢
族
家
族
の
伝
統
と
さ
れ
る

「
孝
」
や
、
そ
れ
と
関
連
し
た
男
子
均
分
相
続
の
慣
習
化
な
ど
で

は
、「
商
鞅
の
変
法
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
の
だ
っ
た
。

 

　
ま
ず
『
史
記
』「
商
君
列
伝
」
の
分
析
で
あ
る
。
商
鞅
は
衛
（
現

在
の
河
南
省
最
北
部
黄
河
沿
い
の
濮
陽
県
に
都
が
あ
っ
た
）
の
人

で
、
当
事
の
中
原
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
魏
で
仕
官
し
た
。
そ
の

後
、
秦
に
入
っ
て
孝
公
（
紀
元
前
三
八
一
〜
三
三
八
年
）
に
仕
え

た
。
秦
の
伝
統
的
な
家
族
は
、
父
子
兄
弟
な
ど
多
人
数
が
寄
り
集

ま
っ
て
住
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
大
規
模
家
族
を
小

家
族
に
分
散
さ
せ
、
個
々
人
の
経
済
的
活
力
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
を

狙
っ
た
。
第
一
に
、
租
税
政
策
の
な
か
で
人
頭
税
を
導
入
し
、
か
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つ
、
家
に
ふ
た
り
以
上
の
息
子
が
い
る
場
合
に
は
、
ふ
た
り
目
の
息

子
か
ら
賦
を
倍
に
し
て
課
し
た
。
次
い
で
、
当
時
流
行
し
て
い
た
中

原
の
道
徳
観
を
借
り
て
き
て
、
親
子
の
同
室
居
住
や
同
室
就
寝
の
習

慣
を
法
的
に
禁
止
し
た
。

 

　
商
鞅
が
秦
で
お
こ
な
っ
た
小
家
族
へ
の
分
裂
政
策
は
、
彼
の
故
郷

で
あ
る
衛
の
習
俗
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
は
ず
だ
と
牧
野
は
い

う
。
す
な
わ
ち
、
衛
で
は
、
媒
酌
に
よ
ら
な
い
自
由
恋
愛
に
よ
る
結

婚
と
、
生
前
の
分
割
相
続
を
通
じ
て
、
父
母
か
ら
独
立
し
た
家
庭
を

作
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
商
鞅
は
「
男
女
の
別
」
を
強

調
し
て
、
衛
の
音
楽
や
歌
垣
ま
で
は
秦
に
輸
入
し
な
か
っ
た
こ
と
も

牧
野
は
指
摘
し
て
い
る
）。

 

　
続
い
て
牧
野
は
、『
漢
書
』「
賈
誼
伝
」
の
分
析
か
ら
、
商
鞅
の
家

族
立
法
が
も
た
ら
し
た
“
結
果
”
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
す
な
わ

ち
、
最
初
、
ひ
と
り
の
息
子
が
家
に
残
留
す
る
制
度
と
し
て
出
発
し

た
が
、
そ
の
後
、
す
べ
て
の
息
子
が
父
母
の
生
前
に
分
財
別
居
し
、

養
老
の
任
務
を
担
う
息
子
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
と
も
な
い
、
同
居
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
親
子
間
の
礼
儀
作
法

一
般
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
、『
漢
書
』
で
は
「
商
鞅
の
変
法
」

が
も
た
ら
し
た
“
結
果
”
を
批
判
す
る
。

 

　
こ
こ
か
ら
牧
野
は
、
ま
さ
し
く
漢
族
家
族
の
伝
統
と
し
て
名
高
い

「
孝
」
の
主
張
な
ど
は
、『
漢
書
』
が
著
し
た
先
の
よ
う
な
時
勢
に
対

す
る
猛
烈
な
反
動
と
し
て
沸
き
起
こ
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
国
末
か
ら
漢
代
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
孝

経
』『
呂
氏
春
秋
』『
韓
非
子
』
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
だ
と
い
う
﹇
牧

野 1974 =1985: 49 ‒70

﹈。

 

　
ま
た
牧
野
は
、
漢
族
家
族
制
度
の
伝
統
と
さ
れ
る
男
子
均
分
の
原

則
は
、
少
な
く
と
も
前
漢
初
期
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ
の
存
在
が
確
認

で
き
る
と
い
う
。
そ
の
源
流
と
し
て
は
、
や
は
り
秦
の
「
商
鞅
の
変

法
」
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
媒
酌
に
よ
ら
な
い
自
由
恋
愛
に
よ
る
婚

姻
民
俗
の
存
在
を
あ
げ
て
い
る
﹇
牧
野 1932 =1979: 267 ‒325

﹈。

す
な
わ
ち
、
儒
家
思
想
が
男
子
均
分
相
続
と
い
っ
た
家
族
制
度
を
も

た
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
儒
家
思
想
は
均
分
相
続
制
度
が
乱

れ
つ
つ
あ
っ
た
現
状
を
糺
し
た
思
想
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

 

　
ち
な
み
に
、
牧
野
の
議
論
を
江
守
五
夫
﹇1998

﹈
の
議
論
と
関
連

さ
せ
る
と
、
生
前
の
均
分
相
続
は
、
江
守
が
概
念
化
し
た
「
一
時
的

訪
婚
」
に
親
和
的
な
制
度
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
一
時
的

訪
婚
」
と
は
、「
婚
姻
当
初
の
一
時
期
、
夫
婦
が
別
居
し
、
こ
の

間
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夫
婦
生
活
を

営
み
、
し
か
る
後
に
妻
が
夫
家
に
引
移
る
も
の
」
で
あ
る
。
従
来
、

婚
姻
当
初
の
居
住
形
式
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
注
視
せ
ら
れ
て
、

「
嫁
入
婚
文
化
」「
足
入
れ
婚
」「
女
よ
ば
い
婚
」「
寝
宿
婚
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
付
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
本
質
は
共
通
す
る

﹇
江
守 1998: 6

﹈。
す
な
わ
ち
、
⑴
配
偶
者
選
択
が
成
人
男
女
の
自

由
な
交
遊
を
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
、
⑵
若
者
組
や
娘
仲
間
と
彼
ら

の
寝
宿
を
通
し
て
婚
前
交
遊
の
機
会
が
保
障
さ
れ
る
、
⑶
社
会
的
な

基
盤
と
し
て
若
者
組
・
中
老
・
長
老
と
い
う
年
齢
階
梯
制
が
編
成
さ

れ
る
、
⑷
親
族
の
あ
り
方
と
し
て
双
系
的
（
江
守
は
「
双
系
的
」
と

い
う
用
語
を
使
う
が
、
母
方
・
妻
方
の
系
譜
は
遡
れ
な
い
し
、
ま
た

継
承
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
「
双
方
的
」
と
い
う
用
語
の
ほ
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う
が
よ
り
正
確
な
表
現
だ
ろ
う
）
な
範
囲
で
親
族
的
交
際
が
営
ま
れ

る
、
⑸
南
方
系
、
す
な
わ
ち
、
中
国
江
南
（
長
江
以
南
）
か
ら
イ
ン

ド
シ
ナ
方
面
に
か
け
て
居
住
す
る
諸
民
族
の
婚
姻
形
態
の
特
徴
を
よ

り
よ
く
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
﹇
江
守 1998: 7

﹈。

 

　
一
方
、「
一
時
的
訪
婚
」
と
対
比
さ
れ
る
「
嫁
入
婚
文
化
」
の
特

徴
と
は
、
⑴
男
女
間
の
接
触
を
禁
圧
す
る
性
的
隔
離
の
規
範
が
存
在

す
る
。「
男
女
七
歳
に
し
て
席
を
同
じ
ゅ
う
す
べ
か
ら
ず
」
な
ど
は

そ
の
典
型
で
あ
る
、
⑵
家
族
員
の
婚
姻
配
偶
者
は
も
っ
ぱ
ら
家
長
の

意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
⑶
家
長
の
委
託
を
受
け
た
仲
人
は
そ

の
選
択
に
携
わ
る
、
⑷
家
父
長
制
的
な
家
族
が
前
面
に
現
れ
る
、
⑸

父
系
親
族
集
団
が
組
織
さ
れ
る
、
⑹
北
方
系
、
す
な
わ
ち
、
中
国
北

部
や
シ
ベ
リ
ア
東
北
端
の
諸
民
族
の
婚
姻
形
態
の
特
徴
を
よ
り
よ
く

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
﹇
江
守 1998: 7
﹈。

 

　
私
た
ち
が
一
般
に
漢
族
家
族
の
特
徴
と
し
て
捉
え
て
き
た
の
は
、

「
嫁
入
婚
文
化
」
の
ほ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
牧
野
が
示
唆
す
る
よ

う
に
、
漢
族
家
族
の
男
子
均
分
相
続
の
源
流
は
、
む
し
ろ
、「
一
時

的
訪
婚
」
の
な
か
に
あ
り
、
か
つ
、
儒
家
の
唱
え
る
規
範
は
そ
れ
に

乗
っ
か
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
過
ぎ
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
牧
野

は
、
江
守
が
北
方
系
と
分
類
す
る
黄
河
流
域
（
商
鞅
の
故
郷
で
あ
る

衛
の
国
）
に
お
い
て
も
「
一
時
的
訪
婚
」
が
存
在
し
た
と
主
張
し
て

い
る
。
か
つ
、
生
前
の
相
続
は
、
中
国
の
歴
史
に
お
い
て
道
徳
的
に

は
非
難
さ
れ
て
も
、
一
度
た
り
と
も
法
律
に
よ
っ
て
絶
対
的
に
禁
止

さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
﹇
牧
野 1942 =1979: 

165

﹈。

 

　
牧
野
の
主
張
か
ら
は
、
漢
族
家
族
に
伝
統
的
と
さ
れ
た
男
子
均
分

相
続
は
、
商
鞅
の
変
法
の
“
結
果
”
を
糺
す
た
め
に
孝
を
唱
え
た
儒

家
思
想
か
ら
派
生
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
未
婚
男
女
の
交

遊
・
歌
垣
な
ど
を
特
徴
と
し
た
自
由
恋
愛
に
基
づ
く
婚
姻
民
俗
か
ら

派
生
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、
こ
の
媒
酌
に
よ
ら
な
い

自
由
恋
愛
に
よ
る
結
婚
で
、
父
母
か
ら
独
立
し
た
家
庭
を
作
る
こ
と

を
支
え
た
の
は
、“
生
前
”
の
均
分
（
あ
る
い
は
分
割
）
相
続
で

あ
っ
た
。

 

　
現
在
の
中
国
社
会
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
花
婿
の
側
が
花
嫁
の

側
に
贈
る
婚
資
は
、
前
者
に
重
い
経
済
的
負
担
を
課
し
て
お
り
、
そ

れ
ゆ
え
男
性
側
に
と
っ
て
結
婚
は
よ
り
困
難
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
筆
者
自
身
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
そ
う
し
た
現
象
を
目
の

当
た
り
に
す
る
度
に
、
牧
野
が
か
つ
て
注
目
し
た
婚
姻
民
俗
に
親
和

的
な
現
象
と
し
て
目
に
映
る
の
で
あ
る
。﹇
首
藤2019a: 417 ‒420

﹈
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